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神学部公式Xアカウント「@STheology_DU」を開設しました。神学部に関する雑多な情報を発信し、本学部に対する
社会的認知の拡大を目指します。積極的なフォローと拡散をお願いします。ただし、入試や履修登録などの重要事項に
ついては、大学公式サイトなどの確認を怠らないようにしてください。（森山 央朗）

　2026年2月16～18日、同志社大学神学
館を会場に「牧会者準備セミナー2026」
を開催しました。神学部と全国同信伝道
会（以下、同信会）の共催で行っている
本セミナーも17回目を数えることとなり
ました。牧会者になるための準備過程に
ある同志社神学部の大学院生と、牧会に
出て3年目までの方が対象のセミナーで
す。牧会に出る前の2年間（大学院を3年
予定の場合は3年間）の神学生の期間
と、実際に牧会に出てからの最初の3年
間、合計最長で5年間（ないし6年間）、
神学部と同信会で継続的にサポートでき
たらとの思いのもと毎年行われていま
す。牧会の現場に赴く上での悩みや課題
を共有し、希望と志しを失わずに牧会の
現場に遣わされ、仕えていくことができ
るように、参加者の思いに寄り添い、共
に学び、課題を分かち合うことを大切に
したプログラム作りを心がけています。
　今回は 16 名（学生 9 名、教職 6 名、
既卒 1 名）の参加者、スタッフ・講師を含
めると総勢 33 名での開催でした。開会礼
拝は同信会会長の菅根信彦牧師より、「あ
とで分かる愛を」という題でメッセージをい
ただきました。オリエンテーションのあと、扇
町教会の山田真理牧師を講師に迎え、「牧
会のゆらぎの中で」という題で主題講演が
行われました。牧会者としての召命は一度
ではなく、むしろ牧会者として立たされた後
にこそ、牧会者として立ち得ない現実に直
面する度に召命があり、その度に神の呼び
かけに応えて歩んで来たとのお話が参加者
の心に響いた講演でした。これまでの牧会
での出会いや出来事をあげながら、時に率
直、具体的に語ってくださいました。参加
者からは「励ましと支えになる言葉をたくさ
んいただいた」との感想が寄せられました。
　主題講演のあと、１日目夕と2日目朝
にリフレッシュセミナーを行いました。

牧会者準備セミナー2026
賀茂教会牧師／同信伝道会教職養成部門委員長  藤浪  敦子

が交わされました。三宅先生は2026年度
いっぱいでご退職とのことです。ご退職
前に（初めて）本セミナー講師をお引き
受けくださり、どうもありがとうござい
ました。
　最終日は神学部の関谷直人教授の担当
で振り返りの全体会を持ったあと、お昼
は会場を神学館からバザールカフェに移
し昼食を共にしました。昼食後、神学部
部長の村山盛葦教授によって閉会礼拝が
行われ、「神との交わり」というタイト
ルでメッセージをいただき、3日間のセ
ミナーを終了しました。
　参加された方々がこの3日間で得たも
のを糧として、さらなる良き歩みをなし
ていくことができますように、スタッフ
一同心から祈っています。なお牧会に出
て3年目を迎えた後宮嗣さんは今回で
「牧会者準備セミナー」の参加は終わり
となります。しかしまた約10年後、「牧
会10年経験者セミナー」がありますの
で、10年後の再会を楽しみにお待ちして
います。（次回「牧会10年経験者セミ
ナー」は、2026年8月10日（月）～12日
（水）の日程で開催予定です。対象者に
は個別に連絡いたします。）
 最後になりましたが、本セミナーのために
多くの方々からお祈りとお支えを賜りましたこ
と、心から感謝いたします。また年度末迫
る慌ただしい中、参加対象教師を送り出し
てくださった教会の方々、本務の働きを抱え
る中で知恵と心と時間を注いでご奉仕くだ
さった講師、スタッフの方 に々もこの場を借り
て感謝いたします。今後とも同信会の教職
養成の働きを皆様のお祈りの一つに覚えて
いただき、お支えいただけましたら幸いです。

１日目夕は高槻日吉台教会の吉岡恵生牧
師が「『牧師』と言うだけで意外と刺さ
る-宣教的マーケティングの仕組みづく
り」という題でお話しくださり、2日目
朝は広島観音町教会の塩見和樹牧師が
「地域に仕える牧師像と共同牧会の可能
性について」という題でお話しください
ました。遣わされた地でのお二人の異な
る牧会者としての歩み、教会、地域で働
きの様子、大切にしている宣教ビジョン
を語ってくださいました。世代的に参加
者とも近い講師のお話から、牧会の新た
な働きの展開や可能性を思い描くことが
できた時間となりました。
　セミナー開催中の朝の礼拝は、毎年伝
道師の方に説教をお願いしています。今
回、2日目は伝道師2年目の大槻茂勝さん
が「時の主に仕える者として」という題
で、また3日目は伝道師1年目の椿克也さ
んが「たとえ小さな働きでも」という題
でお話くださいました。伝道師としての
お働き、その中で感じたこと、与えられ
た神の導きや経験について聖書の言葉と
共に伝えてくださいました。
　2日目のお昼から午後にかけてワークショッ
プの時間を持ちました。参加者同士の対話
を中心に、各自が抱える課題や思い、講
演を受けての気づきを共有しました。ワーク
ショップ後半は伝道師のグループと学生のグ
ループとに分かれて、「私たちの現在地とこ
れからを話し合おう」というテーマで、自由
に話し合っていただきました。限られた時間
でしたが、教会のこと、牧会のことなどを語
り合い、聞き合う中で、参加者同士、互い
に励まし合う姿が生まれたひとときでした。
　2日目の午後は神学部の三宅威仁教授
を講師に迎え、「ベイズの定理を用いた
神の存在論証」という題で神学講演が行
われました。「牧師さん方に役立つ話は
できませんので自由参加で」との先生の
ご要望により自由参加で呼びかけました
が、参加者のほとんどがメイン会場の神
学館礼拝堂から地下2番教室へと移動
し、既卒者の方々にとっては懐かしい地
下教室で受講しました。講演後、スタッ
フ間で「牧会に直結すること以外の学び
に自由に触れられるのが、同志社神学部
から牧師になることの豊かさ」との感想

留学生クリスマス会 た。普段は授業や研究指導の場で接す
ることの多い留学生と教員が、食事を
共にしながらゆっくりと交流できる貴重
な機会となりました。　（木谷 佳楠）

　神学部留学生クリスマス会を12月2日
に開催しました。当日は留学生5名、教
員11名が参加し、和やかな交わりのひ
とときとなりました。クリスマス会は祈
祷によって始まり、学部長による乾杯
の挨拶の後、食事を囲みながら歓談
し、その後の自己紹介の時間では、そ
れぞれの出身国の食文化や研究分野、
日本での生活などについて語り合いま
した。教員の中には留学経験者も多
く、留学生たちの姿にかつての自分を
重ね合わせ、特別な親近感と共感を覚

えつつ、それぞれの歩みに寄り添って
語り合う場面も見られました。
　会の終盤には関谷教授のギターによ
るリードでクリスマスの讃美歌を一緒
に歌いました。最後の讃
美歌では、「きよしこの
よる」を日本 語、韓 国
語、中国語と、それぞれ
の言語で順番に歌い、
大いに盛り上がりまし
た。その後、学部長から
留学生の皆さんにサプ
ライズのクリスマス・プ
レゼントが贈呈されまし

神学部の近況報告 神学部長　村山　盛葦

ない、借り物ではないオリジナルな意見を
述べてくれます。フィールドワークを中心に
した学びは、ChatGPT（人工知能）では
学ぶことができない知恵や直感力（感
性）を磨く機会となっていると思います。
多様化し、真偽を見極めることが難しい
現代の情報社会において、ナマの人間同
士の真摯な出会いは、ホンモノの実存を
彼ら彼女らに与えているのではないでしょ
うか。このようなフィールドワークは、これ
から社会に巣立って人生を切り開いてい
く青年たちに確固たる土台（軸）を築くこ
とにも寄与すると期待しています。なお、
「宗教と国際社会」はフィールドワーク先
の国内情勢のため休講中でありましたが、
今後タイのキリスト教神学大学（College 
of Christian Theology）をフィールドワー
ク先として選定し、鋭意準備を進めていく
予定です。
　同志社大学神学部は日本基督教団の
認可神学校として役割を担っており、10月
7日には日本基督教団教師委員会が来訪
され、神学教育や継続教育について意見
交換を行いました。教団認可神学校の責
務を再確認すると同時に、種々の課題を
共有いたしました。10月12日の神学校日
には、神学生や教員が各地の教会に招か
れ、説教や奨励の機会が与えられました
（軽井沢教会、霊南坂教会、同志社教
会、世光教会、津山教会、福知山教会）。
今年度、教団補教師試験の受験者は2名
で決して多くはありませんが、厳しい時代
に召命が与えられ、牧会の現場に巣立と
うとする若人のために応援の祈りをささ
げたいと思います。また、11月29日、国立
京都国際会館において同志社創立150周
年記念式が礼拝形式で執り行われ、神学
部長として聖書朗読と開会祈祷を行なう
ことができました。キリスト教主義を堅持
し、その礎となる神学部の働きを、とくに

　2025年度、学部長を拝命し右も左も分
からない状況で周りのスタッフに支えられ
ながら日々の業務に取り組んできました。
また、今年度は専任教員として杉田俊介
先生（組織神学）をお迎えしました。日本
基督教団の教師として牧会経験も豊か
で、これからの神学教育・研究、そして牧
師養成にもご尽力いただける方であると
期待しております。
　2025年度の入学者は、学部63名（65
名）、3年次転入・編入2名（1名）、大学院
前期課程14名（7名）、大学院後期課程2
名（2名）でした（※括弧内は昨年度実
績）。大学院前期課程が少し増えたこと
はうれしいことでした。この中から少しで
も多くの人が牧会へ巣立っていくことを
願っています。2026年2月の一般選抜入学
試験では神学部に369名の志願者があ
り、昨年の300名より増加しました（一昨
年284名）。このことは各方面で地道な神
学部の紹介と説明を行ったことや現代社
会における宗教の役割が少しずつ認識さ
れた結果であると推察しています。
　「ALL DOSHISHA教育推進プログラ
ム」として2019年度より展開してきた「地
の塩」プロジェクトは昨年度無事に終了し
ました。今後は神学部プロジェクトとして
「宗教と社会福祉」（春学期）、「宗教と
社会活動」（秋学期）など「地の塩」プロ
ジェクトを引き続き展開中です。これらの
科目では止揚学園、きょうと夜回りの会、
愛隣デイサービスセンター、バザールカ
フェでのフィールドワークを行っています。
これらの取り組みを通して学生たちは新
しい出会いや今までにない貴重な経験を
しています。固定概念や偏見、日常の不安
などから解放され、心の通った人と人の生
きた交流が行われています。フィールド
ワークに参加した学生たちは、その顔つき
や発言内容が以前とくらべて内実がとも

牧師養成という
核となる使命を
果たしていく意
を改めて強くしま
した。
　同時に、神学
部は総合大学の
一学部としての
責務があり、大学基準協会の大学評価
（認証評価）を定期的に（7年に1回）受け
ることになっています。そこでは、大学の
公共性と自律性（入学許可権、教育課程
の編成権、単位認定権、学位授与権な
ど）、また内部質保証システムの確立、教
育研究水準の向上などが評価されます。
今度同志社大学は2027年に評価を受け
ます。そのための提出資料を数年にわ
たって準備し、神学部においても自己点
検評価委員会、質保証委員会を開催しま
した。
　このような自己点検評価と並行して、少
子化対策（受験者の確保）は喫緊の課題
であり、2030年以降は18歳人口が減少の
一途をたどると言われています。神学部
は、例年通り春学期から夏にかけて、キリ
スト教主義の高校へ教員が出向き学部紹
介を中心とした入学案内を行ないました
（同志社学内高校を始め、九州学院、広
島女学院、北陸学院、東北学院、明治学
院など）。今後は、キリスト教主義学校に
限定せず、地の利を生かしながら地元京
都をはじめ近畿圏内の高等学校を視野に
入れた広報活動も必要になってきます。
　今後とも神学教育・研究にたずさわる
スタッフ一同、神様の業に仕えることの大
切さと意義を胸に刻みながら歩んでいき
たいと思っております。卒業生の皆さまに
おかれましては、2026年度も引き続き神
学部の働きをお覚えくださり、物心両面で
お支えいただければ幸甚です。

牧会者準備セミナー
留学生クリスマス会
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同志社創立150周年を迎えて
メソジスト神学大学校との交流

畏怖の念を持って受けとめています。
　今、学長として全国各地の同志社校友
会の支部を訪ねていますが、神学部の
卒業生が参加されているだけでなく、中
心的な役割を担われている場面に出く
わすことがあります。卒業後も、同志社
ネットワークが各人の人生に彩りと豊か
さを与えていることを実感してきまし
た。神学部卒業生同士のつながりに加
え、同志社校友会とのつがなりも持って
いただければと思います。
　150周年記念の諸事業は主として学校
法人 同志社が担ってきましたが、大学と
しても独自事業を展開してきました。4回
に及ぶ記念シンポジウムでは、国際社
会、スポーツ、宇宙、デジタル社会などを
テーマとして、本学が今後向き合うべき
課題を考えてきました。また「志その先へ
－卒業生・修了生対談」では、同志社の
伝統や精神を体現し、社会で活躍されて
いる方 と々話す中で、何が「同志社らし
さ」なのかを多面的に掘り下げてきまし
た。今出川校地新図書館、スポーツ・コ
ンプレックス、京田辺キャンパスリニュー
アルなどの大型建設事業も着実に進ん
でおり、機能強化されたキャンパスから

同志社創立150周年を迎えて

メソジスト神学大学校との交流

「 地 の 塩 」 プ ロ ジ ェクト
　2019年度よりALL DOSHISHA教育
推進プログラムとしてスタートした「地の
塩」プロジェクトは、6年間の採択期間
を終え、2025年度より神学部のプログラ
ムとして再始動しました。春学期の「宗
教と社会福祉」では、入学したての1回
生を中心に、他学部生や留学生にも履
修が広がり、止揚学園の仲間の皆さん
との活動を行いました。合同フィールド
ワーク（FW）では、昼食や畑仕事を通
して自然に交流が生まれていました。4
月から一人暮らしを始めた新入生にとっ
て、皆で囲む食卓は特別な体験となった
ようです。7月には東九条の歴史を学ぶ
合同FWを実施しました。4年前の計画
段階の時点でお話を伺っていたチームラ
ボが竣工し、かつての空地が公園として
整備される様子を実際に目にしました。
東九条の暮らす人々の歴史と思いが生

かされる発展を祈っています。秋学期に
は「宗教と社会活動」で、バザールカ
フェ、愛隣デイサービスセンター、きょう
と夜回りの会での活動を続けています。
初めての環境に飛び込み、戸惑いなが
らも手探りで、ともに一緒にいることの
意味を探る学生の姿があります。最終
面接授業の発表では、「ありのままの
自分」とは何かを考えるという大きな宿
題を夜回りの会でお世話になっている

桜井希先生から出されました。
　ALL DOSHISHA教育推進プログラ
ムでの本プロジェクトは最終的に学内
最高のS評価を頂きました。学生を受け
入れてくださる皆さまに心より感謝申し
上げます。今後も神学部では、様々な
授業での実践的な取り組みを発展させ
てまいります。XやFacebookでも発信
をしてまいりますので、どうぞ、ご覧く
ださい。

勝又　悦子

止揚学園の夏祭りにて、学生も浴衣で参加

敦賀人道の港ムゼウムにて ホロコースト記念館にて

ユダヤ学教育研究促進基金によるFW

研究・学術交流
「地の塩」 プロジェクト

ユダヤ学教育研究促進基金によるFW

同志社大学学長　小原　克博

校と神学部の間では、学術交流協定と
共に学生交換協定も締結しており、相互
に所属学生の派遣留学が可能になって
います。この制度に基づいて、近年では
メソジスト神学大学校から毎年留学生
が来日され、神学部で学ばれています。
神学部からメソジスト神学大学校への
送り出しの募集案内は、毎年5月頃に掲
示しています。今回の来訪は、このよう
な既存の交流枠組みを再確認するとと
もに、今後の協力の可能性について意見
交換する良い機会となりました。

（木谷 佳楠）

スト神学大学校は２年後に140周年を迎
えるとのことで、現在その準備を進めて
おられるとのことでした。メソジスト神
学大学校は1887年に神学教育が始ま
り、1993年に現在の名称となったそうで
す。長い歴史をもつメソジスト系神学校
として、近代韓国におけるプロテスタン
ト神学教育の発展を支えてきました。
　今回の訪問は、メソジスト神学大学校
と同志社大学神学部・神学研究科の間
に締結されている学術交流協定に基づ
くもので、相互理解の深化を主な目的と
して実現しました。メソジスト神学大学

　2025年12月16日に、韓国ソウルに拠点
を置くメソジスト神学大学校（Methodist 
Theological University）の教員団が同
志社大学神学部を来訪されました。今
回の訪問には、Kyoung-Dong Yoo学長
をはじめ、Hae-Jung Park学部長ほか
５名の神学教育を担う教員（Jin-Sook 
Kwon、Gwang-Seok Oh、Sung-Ho Park、
Hyung-Jin Cho、Insoo Kim、敬称略）
が来日され、同志社側は村山学部長ほ
か有志の主任会メンバー６名（関谷直
人、勝又悦子、森山央朗、三輪地塩、杉
田俊介、木谷佳楠、敬称略）と金秀娟助
手も加わり、計８名でお迎えしました。
　当日は正午過ぎに神学館にて顔合わ
せをし、Yoo学長による祈祷の後、昼食
を共にしながら和やかな雰囲気の中で
交流が深められました。昼食後には、同
志社大学キャンパスの案内も実施され、
尹東柱詩碑などを見学されました。懇談
では、今年度メソジスト神学大学校から
来日し神学部で半年間学ばれた留学生
や、次年度に受け入れ予定の学生の話
題、それぞれの教員の神学的背景など
で盛り上がりました。同志社は2025年
に創立150周年を迎えましたが、メソジ

12月19日のセミナーにおけるアラビア語での講演

　CISMOR（一神教学際研究センター）が、設立時の2003年から保持してきた、同志
社大学における先端的教育研究拠点という地位を2023年3月に失って早くも3年がたち
ました。2023年4月にセンター長を引き継いだ私、森山にとっての最大の課題は、それま
で大学から与えられていた資金と人員がなくなっていく中で、センターを維持する態勢
を整えることであったことは、これまでもここで書いてきたとおりです。神学部事務室・
研究室を始め、関係の皆様のご協力を得て、所蔵図書の整理と貸出業務の整備も何と
かなり、全面的に更新されたウエブサイトの内容も徐々に充当されてきました。結局、
2022年度までの、独立した事務室と図書室があって、そこに特任研究員2名と事務担当
の嘱託職員がフルタイムで勤務するという態勢から、神学部が管理する研究室の一角
に図書と事務のスペースを間借りし、そこにポスドク･大学院生のアルバイトが週3日程
度出てきて、神学部図書室の管理下に入った蔵書の貸出業務と、センターの事務作業を行っていくという態勢になりました。これで2025
年度を回してみたところ、とりあえず現状の身の丈に合った態勢だろうと思われ、向こう数年間はこれで落ち着ければと期待しています。
　ということで、センターの基本的な事務機能を維持できる態勢が一応整ったこともあって、2025年度は、『一神教学際研究（JISMRO）』
の編集も比較的順調に進み、年度末にはウエブサイトで第20号を公開できそうです。講演会・セミナーについては、コヘン先生、勝又先生
のご尽力により、Dialogic Human Dignity: Legal and Religious Perspectives（6月7日・8日）や、『コプト語初期キリスト教修道文献における聖
書引用：古典文献学的分析とデジタル人文学的分析の融合』（12月6日）といった、興味深い企画を複数開くことができました。私も、上智
大学アジア文化研究所との共催で、アルジェリア南部のアドラールという街にあるアフマド・ダラーヤ大学からムバーラク・ジャアファリー
教授をお招きし、『15世紀末のアルジェリア南部、Tuwatの社会：Maghili問題とユダヤ教徒集団』（12月19日）というセミナーを開催しまし
た。このセミナーは、アラビア語で行われましたが、アラビア語を学習中の神学部学生4名を含む十数人の参加を得て、なかなか稀にして
興味深い機会となりました。今後は、こうしたイベントを継続しつつ、研究班などを立ち上げて、お金を使わなくとも、より持続的な研究活
動を地道に行えるようになれればと夢見ております。引き続き、皆様のご支援ご協力を、お願い申し上げます。　　　　　　（森山央朗）

　2025年11月29日、同志社は創立150周
年を迎えることができました。同志社に
とって大きな節目となるとき、私たちが
担うべき伝統、語り継ぐべき言葉、目指
すべき挑戦を共有しながら、新たな歴史
を切り拓いていきたいと願っています。
　同志社150年の歴史には、日本近現代
の激動の歴史が刻まれています。そこに
は苦難と混乱の時代もありました。10人で
始まった同志社から誕生した同志社大学
は、現在、14学部、16研究科に約29,000
人の学生を擁する総合大学となり、これ
まで38万人もの卒業生を輩出してきまし
た。創立以来、卒業生が各界で活躍して
きたことは、本学の誇りであり、困難な時
代を乗り越えてきた先人たちの苦労のも
とに現在の同志社があることを、感謝と

新しい学びと交
流が生まれてくる
ことを期待してい
ます。
　昨年11月29日
に京都国際会館
で開催された同
志社創立150周年記念式
の様子を含め、上記イベン
ト・事業の詳細については
「学長室だより」（右・二次
元コード参照）の「学長とともに同志社
について学ぼう」にまとめていますの
で、ご覧いただき、150周年の意義を
分かち合うことができればと願ってい
ます。
　大学にとっても、そして神学部にとっ
ても、これからの時代にどのように向き
合い、備えていくのかは大きな課題で
す。小手先の改善では乗り切ることので
きない「大波」が、やがてやってきます。
150年の歴史と伝統の上にあぐらをかく
ことなく、創立者・新島襄の精神を受け
継いだ「挑戦者」として、また「キリスト
教主義」の実践者として尽力していきた
いと思います。

あいりんデイサービスセンターでの合同FW

　ユダヤ学教育研究促進基金の支援を
受け、春学期には、大戦中のユダヤ難民
の日本への上陸地となった敦賀に立地す
る記念館、人道の港、敦賀ムゼウムを訪れ
ました。ムゼウムの資料を通して、杉原千
畝の「命のビザ」を携え、命がけで逃げて
きたユダヤ人の状況、戸惑いつつも受け入
れた敦賀の人たちとの交流を学びました。
神学部の先輩である敦賀教会の有岡史季
先生もお越し下さいました。敦賀の歴史を
感じるマニアな街歩きも堪能しました。秋
学期には、開館30周年を迎えた広島県福
山市のホロコースト記念館を訪れました。
柔らかいオレンジ色のアンネのバラが揺れ

る中、館内は、絶滅収容所からの本物の
展示物で時が止まったようです。何人もの
収容者が袖を通したであろう縦縞の収容
服、極限の絶望状態にあってなお、珠玉
の言葉を紡いだ少年のノートの切れ端、

危険を冒して手を差し伸べた人 ・々・学生
それぞれが心に刻まれたことを分かち合
い、一層深い学びとなりました。人道の
港、敦賀ムゼウム、ホロコースト記念館の
皆さま、ありがとうございました。

勝又　悦子

研 究・学 術 交 流
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同志社創立150周年を迎えて
メソジスト神学大学校との交流

畏怖の念を持って受けとめています。
　今、学長として全国各地の同志社校友
会の支部を訪ねていますが、神学部の
卒業生が参加されているだけでなく、中
心的な役割を担われている場面に出く
わすことがあります。卒業後も、同志社
ネットワークが各人の人生に彩りと豊か
さを与えていることを実感してきまし
た。神学部卒業生同士のつながりに加
え、同志社校友会とのつがなりも持って
いただければと思います。
　150周年記念の諸事業は主として学校
法人 同志社が担ってきましたが、大学と
しても独自事業を展開してきました。4回
に及ぶ記念シンポジウムでは、国際社
会、スポーツ、宇宙、デジタル社会などを
テーマとして、本学が今後向き合うべき
課題を考えてきました。また「志その先へ
－卒業生・修了生対談」では、同志社の
伝統や精神を体現し、社会で活躍されて
いる方 と々話す中で、何が「同志社らし
さ」なのかを多面的に掘り下げてきまし
た。今出川校地新図書館、スポーツ・コ
ンプレックス、京田辺キャンパスリニュー
アルなどの大型建設事業も着実に進ん
でおり、機能強化されたキャンパスから

同志社創立150周年を迎えて

メソジスト神学大学校との交流

「 地 の 塩 」 プ ロ ジ ェクト
　2019年度よりALL DOSHISHA教育
推進プログラムとしてスタートした「地の
塩」プロジェクトは、6年間の採択期間
を終え、2025年度より神学部のプログラ
ムとして再始動しました。春学期の「宗
教と社会福祉」では、入学したての1回
生を中心に、他学部生や留学生にも履
修が広がり、止揚学園の仲間の皆さん
との活動を行いました。合同フィールド
ワーク（FW）では、昼食や畑仕事を通
して自然に交流が生まれていました。4
月から一人暮らしを始めた新入生にとっ
て、皆で囲む食卓は特別な体験となった
ようです。7月には東九条の歴史を学ぶ
合同FWを実施しました。4年前の計画
段階の時点でお話を伺っていたチームラ
ボが竣工し、かつての空地が公園として
整備される様子を実際に目にしました。
東九条の暮らす人々の歴史と思いが生

かされる発展を祈っています。秋学期に
は「宗教と社会活動」で、バザールカ
フェ、愛隣デイサービスセンター、きょう
と夜回りの会での活動を続けています。
初めての環境に飛び込み、戸惑いなが
らも手探りで、ともに一緒にいることの
意味を探る学生の姿があります。最終
面接授業の発表では、「ありのままの
自分」とは何かを考えるという大きな宿
題を夜回りの会でお世話になっている

桜井希先生から出されました。
　ALL DOSHISHA教育推進プログラ
ムでの本プロジェクトは最終的に学内
最高のS評価を頂きました。学生を受け
入れてくださる皆さまに心より感謝申し
上げます。今後も神学部では、様々な
授業での実践的な取り組みを発展させ
てまいります。XやFacebookでも発信
をしてまいりますので、どうぞ、ご覧く
ださい。

勝又　悦子

止揚学園の夏祭りにて、学生も浴衣で参加

敦賀人道の港ムゼウムにて ホロコースト記念館にて

ユダヤ学教育研究促進基金によるFW

研究・学術交流
「地の塩」 プロジェクト

ユダヤ学教育研究促進基金によるFW

同志社大学学長　小原　克博

校と神学部の間では、学術交流協定と
共に学生交換協定も締結しており、相互
に所属学生の派遣留学が可能になって
います。この制度に基づいて、近年では
メソジスト神学大学校から毎年留学生
が来日され、神学部で学ばれています。
神学部からメソジスト神学大学校への
送り出しの募集案内は、毎年5月頃に掲
示しています。今回の来訪は、このよう
な既存の交流枠組みを再確認するとと
もに、今後の協力の可能性について意見
交換する良い機会となりました。

（木谷 佳楠）

スト神学大学校は２年後に140周年を迎
えるとのことで、現在その準備を進めて
おられるとのことでした。メソジスト神
学大学校は1887年に神学教育が始ま
り、1993年に現在の名称となったそうで
す。長い歴史をもつメソジスト系神学校
として、近代韓国におけるプロテスタン
ト神学教育の発展を支えてきました。
　今回の訪問は、メソジスト神学大学校
と同志社大学神学部・神学研究科の間
に締結されている学術交流協定に基づ
くもので、相互理解の深化を主な目的と
して実現しました。メソジスト神学大学

　2025年12月16日に、韓国ソウルに拠点
を置くメソジスト神学大学校（Methodist 
Theological University）の教員団が同
志社大学神学部を来訪されました。今
回の訪問には、Kyoung-Dong Yoo学長
をはじめ、Hae-Jung Park学部長ほか
５名の神学教育を担う教員（Jin-Sook 
Kwon、Gwang-Seok Oh、Sung-Ho Park、
Hyung-Jin Cho、Insoo Kim、敬称略）
が来日され、同志社側は村山学部長ほ
か有志の主任会メンバー６名（関谷直
人、勝又悦子、森山央朗、三輪地塩、杉
田俊介、木谷佳楠、敬称略）と金秀娟助
手も加わり、計８名でお迎えしました。
　当日は正午過ぎに神学館にて顔合わ
せをし、Yoo学長による祈祷の後、昼食
を共にしながら和やかな雰囲気の中で
交流が深められました。昼食後には、同
志社大学キャンパスの案内も実施され、
尹東柱詩碑などを見学されました。懇談
では、今年度メソジスト神学大学校から
来日し神学部で半年間学ばれた留学生
や、次年度に受け入れ予定の学生の話
題、それぞれの教員の神学的背景など
で盛り上がりました。同志社は2025年
に創立150周年を迎えましたが、メソジ

12月19日のセミナーにおけるアラビア語での講演

　CISMOR（一神教学際研究センター）が、設立時の2003年から保持してきた、同志
社大学における先端的教育研究拠点という地位を2023年3月に失って早くも3年がたち
ました。2023年4月にセンター長を引き継いだ私、森山にとっての最大の課題は、それま
で大学から与えられていた資金と人員がなくなっていく中で、センターを維持する態勢
を整えることであったことは、これまでもここで書いてきたとおりです。神学部事務室・
研究室を始め、関係の皆様のご協力を得て、所蔵図書の整理と貸出業務の整備も何と
かなり、全面的に更新されたウエブサイトの内容も徐々に充当されてきました。結局、
2022年度までの、独立した事務室と図書室があって、そこに特任研究員2名と事務担当
の嘱託職員がフルタイムで勤務するという態勢から、神学部が管理する研究室の一角
に図書と事務のスペースを間借りし、そこにポスドク･大学院生のアルバイトが週3日程
度出てきて、神学部図書室の管理下に入った蔵書の貸出業務と、センターの事務作業を行っていくという態勢になりました。これで2025
年度を回してみたところ、とりあえず現状の身の丈に合った態勢だろうと思われ、向こう数年間はこれで落ち着ければと期待しています。
　ということで、センターの基本的な事務機能を維持できる態勢が一応整ったこともあって、2025年度は、『一神教学際研究（JISMRO）』
の編集も比較的順調に進み、年度末にはウエブサイトで第20号を公開できそうです。講演会・セミナーについては、コヘン先生、勝又先生
のご尽力により、Dialogic Human Dignity: Legal and Religious Perspectives（6月7日・8日）や、『コプト語初期キリスト教修道文献における聖
書引用：古典文献学的分析とデジタル人文学的分析の融合』（12月6日）といった、興味深い企画を複数開くことができました。私も、上智
大学アジア文化研究所との共催で、アルジェリア南部のアドラールという街にあるアフマド・ダラーヤ大学からムバーラク・ジャアファリー
教授をお招きし、『15世紀末のアルジェリア南部、Tuwatの社会：Maghili問題とユダヤ教徒集団』（12月19日）というセミナーを開催しまし
た。このセミナーは、アラビア語で行われましたが、アラビア語を学習中の神学部学生4名を含む十数人の参加を得て、なかなか稀にして
興味深い機会となりました。今後は、こうしたイベントを継続しつつ、研究班などを立ち上げて、お金を使わなくとも、より持続的な研究活
動を地道に行えるようになれればと夢見ております。引き続き、皆様のご支援ご協力を、お願い申し上げます。　　　　　　（森山央朗）

　2025年11月29日、同志社は創立150周
年を迎えることができました。同志社に
とって大きな節目となるとき、私たちが
担うべき伝統、語り継ぐべき言葉、目指
すべき挑戦を共有しながら、新たな歴史
を切り拓いていきたいと願っています。
　同志社150年の歴史には、日本近現代
の激動の歴史が刻まれています。そこに
は苦難と混乱の時代もありました。10人で
始まった同志社から誕生した同志社大学
は、現在、14学部、16研究科に約29,000
人の学生を擁する総合大学となり、これ
まで38万人もの卒業生を輩出してきまし
た。創立以来、卒業生が各界で活躍して
きたことは、本学の誇りであり、困難な時
代を乗り越えてきた先人たちの苦労のも
とに現在の同志社があることを、感謝と

新しい学びと交
流が生まれてくる
ことを期待してい
ます。
　昨年11月29日
に京都国際会館
で開催された同
志社創立150周年記念式
の様子を含め、上記イベン
ト・事業の詳細については
「学長室だより」（右・二次
元コード参照）の「学長とともに同志社
について学ぼう」にまとめていますの
で、ご覧いただき、150周年の意義を
分かち合うことができればと願ってい
ます。
　大学にとっても、そして神学部にとっ
ても、これからの時代にどのように向き
合い、備えていくのかは大きな課題で
す。小手先の改善では乗り切ることので
きない「大波」が、やがてやってきます。
150年の歴史と伝統の上にあぐらをかく
ことなく、創立者・新島襄の精神を受け
継いだ「挑戦者」として、また「キリスト
教主義」の実践者として尽力していきた
いと思います。

あいりんデイサービスセンターでの合同FW

　ユダヤ学教育研究促進基金の支援を
受け、春学期には、大戦中のユダヤ難民
の日本への上陸地となった敦賀に立地す
る記念館、人道の港、敦賀ムゼウムを訪れ
ました。ムゼウムの資料を通して、杉原千
畝の「命のビザ」を携え、命がけで逃げて
きたユダヤ人の状況、戸惑いつつも受け入
れた敦賀の人たちとの交流を学びました。
神学部の先輩である敦賀教会の有岡史季
先生もお越し下さいました。敦賀の歴史を
感じるマニアな街歩きも堪能しました。秋
学期には、開館30周年を迎えた広島県福
山市のホロコースト記念館を訪れました。
柔らかいオレンジ色のアンネのバラが揺れ

る中、館内は、絶滅収容所からの本物の
展示物で時が止まったようです。何人もの
収容者が袖を通したであろう縦縞の収容
服、極限の絶望状態にあってなお、珠玉
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危険を冒して手を差し伸べた人 ・々・学生
それぞれが心に刻まれたことを分かち合
い、一層深い学びとなりました。人道の
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皆さま、ありがとうございました。

勝又　悦子

研 究・学 術 交 流



１年を振り返って 杉田　俊介

す。型破りな若者だけでなく、大人しい
若者の可能性にも、新島は目を向けて
いました。
　2025年4月に母校、神学部の教員に
なってまもなく1年。あらためて感じて
いるのは、神学部の学生の多様性で
す。小さな学部なのに、本当にさまざま
な学生がいます。キリスト教や宗教につ
いての深い知識を持つ学生もいれば、
大学で初めて宗教を学ぶ学生もいま
す。「倜儻不羈」な学生も、「ナマコ」の
ような学生もいます。そのよ
うな学生たちが、共に学び、
ゼミで議論を交わしています
（授業の難易度をどこに合
わせればよいかの見当がつ
かず、本当に試行錯誤で
す）。
　大学院修了から10年以
上、出席者20名ほどの教会
で牧師をしてきた私にとっ
て、同志社は大きく、少し捉

えどころがなくも思えます。しかし神学
部には、教師と学生が互いをよく知る
空気があります。神学部の先生と話し
ていると、学生ひとりひとりのことをよ
く把握しておられることに驚きます。
「人一人は大切なり」を、最も感じられ
る学部だと思います。微力ではありま
すが、この学び舎に連なる者として、こ
れからも一人ひとりの成長に、ささやか
でも関わり続けていきたいと願ってい
ます。

　同志社では、「倜儻不羈」という言
葉をよく耳にします。才気に富み、独立
心が旺盛で、型にはまらない人間を意
味する言葉です。新島襄は遺言の中で
この言葉を用い、熊本バンドの学生に
代表される「倜儻不羈」な若者を、無
理に枠にはめず、伸び伸びと育てるよう
後進に告げました。教師にとって、そう
した学生は時に扱いづらい存在でもあ
りますが、その個性を尊び、内にある力
を自由に伸ばすことこそが大切だと新
島は考えていたのです。
　もっとも、すべての学生が「倜儻不
羈」であるはずもありません。私自身、
学生時代も今も、そういうタイプではあ
りませんし、現在の学生たちも実にさ
まざまです。新島自身も、当時の学生に
ついて、やる気も野心もなく、ナマコの
ようだと嘆く手紙を書いています。しか
し同じ手紙で、新島は「ナマコも決して
馬鹿には出来ず」と続け、学生が秘め
た力を発揮する時を見守ろうと記しま

１年を振り返って 金　秀娟

　2024年末から続いた韓国社会の大
きな出来事をきっかけに、市民が広場
に集い、語り合い、耳を傾けながら連
帯していく姿を目にしました。そこで私
は、見過ごされがちな声の大切さと、他
者理解にもとづく責任ある連帯が現実
の中で生まれうることを学びました。こ
の経験は研究にも深く響き、「社会の
持続可能性と共同体の責任」という主
題を、より切実な課題として意識するよ
うになりました。
　新しい世界に目を開き、耳を澄ませ
るほどに、過去の思想と今日の現実が
結びつく接点を、より多く見いだすよう
になります。昨年は、母国の知らせに心
が重くなる瞬間もありました。新たに始
まった業務で、慌ただしく過ぎていっ
た時期もありました。それでも、その時
間は、私の研究の方向をいっそう明確
にし、これからの目標を具体化してくれ
た成長の時間でもありました。

　現在、私は主に研究に専念していま
す。そのため、研究を通して出会った問
いや発見が、いつか学生との出会いの
中で、より豊かな対話へとつながってほ
しいと願っています。教室で共に読み、
議論し、経験や視点を分かち合うこと
は、もう一つの「新しい世界」を開く営
みになるはずです。昨年一年は、その
未来を静かに準備し、今年へとつなぐ
時間でした。

　昨年一年を振り返ると、外国人留学
生助手として任された仕事をこなしな
がら、一日一日を誠実に積み重ねてき
た時間でした。初めてシンポジウムで
招待講演を担当し、研究を進めながら
学会でも発表しました。論文を書き、
資料を読み直し、次の発表と原稿の準
備を進める日々が続きました。学びと
実践がかみ合いながら回っていく一年
だったと思います。
　いざ一年を整理しようとすると、ふと
「私は何をしてきたのだろう？」という
問いが先に浮かびました。ところが、本
棚の前に立ち、この一年で手に取って
きた本を眺めているうちに、自分の時
間がどこへ向かっていたのかがはっき
りしてきました。並んでいたのは、経
済、政治、社会、道徳、倫理、正義、自
由に関わる本でした。私は改めて、社会
と共同体、そして人間の生に関心を向
け続けてきたのだと気づきました。
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１年を振り返って

クウェート留学報告
らに6月にはイスラエルとイランのミサイ
ル攻撃によりクウェートの空港が一時封
鎖される事態も経験しました。これらの
困難は、アラブ圏での生活の現実と日本
との文化的・社会的な違いを深く理解す
る機会となりました。
　クウェート留学前には、マレーシアに
も1年留学していました。イスラーム諸国
では宗教が人々の生活や価値観に深く
影響を与えており、神学部でイスラーム教
を学んでいたことが現地の人々や文化を
理解する上で非常に役立ちました。「イ
ンシャアッラー」という言葉に象徴され
るように、アラビア語はアラブ圏だけで
なく、世界中のムスリムの日常会話に深
く根付いています。

　私は2024年9月から2025年8月まで、
クウェート政府奨学金を通じてクウェー
ト大学でアラビア語を学びました。世界
各国の友人たちと共に授業を受け、各
国の文化や歴史について互いに学び合
う中で、異文化理解の大切さを実感しま
した。文化イベントでは法被を着て書道
やお抹茶、折り紙を披露し、多くの方に
日本文化への興味を持っていただけた
ことがとても嬉しかったです。
　学外では、クウェート人の友人宅での
食事、砂漠での満天の星空観賞、周辺ア
ラブ諸国やヨーロッパへの旅行など、貴
重な体験を重ねました。日本大使館の
お手伝いや天皇誕生日の祝賀イベント
では、各国大使に向けて万博の宣伝を
行い、とても緊張しました。
　一方で、気温50度に達する厳しい夏、
ラマダン期間中の生活リズムの調整、さ

山田　のぞみ（神学部4年次生）

　メディアで強調されがちな過激派や
女性抑圧のイメージとは異なり、現地
では親切で寛容な人々に数多く出会い
ました。クウェートでの女性のファッ
ションの多様性は、自由とは何かを考
えさせられるものでした。伝統的なア
バヤも現代的なファッションも、個 人々
が自分らしく生きている姿が印象的で
した。
　授業についていけずに悩み、ホーム
シックに苦しむこともありましたが、様々
な出会いと困難を通じて成長できたと信
じています。4月からは大学院でイスラー
ム女子教育について学びを深めていく
予定です。世界各国の友人や貴重な体
験に彩られた留学生活でした。

新入生キャンプを振り返って 西前　美希（神学部4年次生）

することに専念いたしました。具体的に
は、進行表に沿った全体の流れや各プロ
グラムの接続状況の確認などをいたしま
した。当然、私一人ですべての状況を把
握することは難しく、判断に迷う場面も
多々ありました。しかし、そのような私の
至らない部分を補うように、スタッフたち
が柔軟に対応してくれたことが何よりも支
えになりました。各グループでの一人ひと
りの学生に寄り添うアプローチや、レクリ
エーションの進行に関しましては、信頼す
る仲間たちに一任いたしました。私が全
体を見守る役割
に徹することが
できたのは、ス
タッフ全員が献
身的に動いてく
れたからです。
　卒業を目前に
控え、改めて4年
間を振り返 る
と、大学生活は
自分次第でいく

らでも成長できる機会で溢れていたと
実感します。かつて消極的であった私
がリーダーを経験して変化できたよう
に、キャンプが誰かにとっての「一歩を
踏み出すきっかけ」になれば、これ以上
の喜びはありません。最後になります
が、準備段階から当日まで支えてくだ
さった事務室の皆様、そして一緒に走り
抜けてくれた仲間たち、本当にありがと
うございました。この経験での学びを、
今後の人生にも活かしていきたいと思
います。

　今回、新入生キャンプのリーダーを
務めさせていただきました。当日大きな
トラブルもなく終えられたのは、新入生
の皆さんはもちろん、協力してくださっ
た先生方やスタッフたちのおかげです。
今回のキャンプを企画するうえで、私が
最も大切にしていたのは「誰もが安心し
て楽しめる雰囲気作り」でした。
　私自身が新入生だった頃は、非常に
引っ込み思案で、キャンプのような人と
関わるイベントに対しては極めて消極
的でした。「自分から話しかけても、受
け入れられてもらえるだろうか」という
不安から、孤立しがちであったことを今
でも鮮明に覚えています。しかし、勇気
を出して学内の様々な活動に参加し、
多様な背景を持つ人々と交流を重ねる
中で、次第に自ら働きかけることが楽し
く感じるようになりました。内向的で
あったからこそ、一歩を踏み出そうとす
る新入生に寄り添えるリーダーであり
たいと願うようになりました。
　当日の運営において、私は全体を俯瞰

新入生キャンプを振り返って
クウェート留学報告
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て楽しめる雰囲気作り」でした。
　私自身が新入生だった頃は、非常に
引っ込み思案で、キャンプのような人と
関わるイベントに対しては極めて消極
的でした。「自分から話しかけても、受
け入れられてもらえるだろうか」という
不安から、孤立しがちであったことを今
でも鮮明に覚えています。しかし、勇気
を出して学内の様々な活動に参加し、
多様な背景を持つ人々と交流を重ねる
中で、次第に自ら働きかけることが楽し
く感じるようになりました。内向的で
あったからこそ、一歩を踏み出そうとす
る新入生に寄り添えるリーダーであり
たいと願うようになりました。
　当日の運営において、私は全体を俯瞰

新入生キャンプを振り返って
クウェート留学報告
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派遣神学生の声派遣神学生の声
滝口　大気

（神学研究科2年次生）

派遣神学生の声 夏期伝道報告
ウスフバヤル・デミデジャムツさん、新十両昇進

　京都丸太町教会で2023年5月から派
遣神学生をさせていただいている滝口
大気です。派遣神学生としての主な働き
は教会学校の教師、月２回の夕礼拝で
の奨励、第五日曜日の朝礼拝での奨
励、教会事務、その他諸々の奉仕となり
ます。京都丸太町教会への派遣は両親
や母方の祖父母など家族がらみで縁が
あってのことでした。それゆえに、京都
丸太町教会に招かれている信徒の皆さ
んは初めから私のことをある程度ご存じ
で、受け入れてくださり、とても恵まれた
環境で奉仕に臨ませていただくことが
出来ました。
　京都丸太町教会では毎週の日曜日に
夕礼拝を行っており、最初の年は月１

回、二年目からは月２回の奨励を担わせ
ていただいておりました。三年目からは
前述のように夕礼拝に加えて第五日曜日
の朝礼拝でも奨励をさせていただいて
おります。このように多くの御言葉を取り
次ぐ機会を与えられたこと、そしてその
ために主の御言葉と深く向き合う時間を
与えられたことは将来牧会者となること
を志す上でとても有難く、良い学びの場
となっております。
　教会学校ではおおよそ毎週の司会と
月に一度のお話当番を担わせていただ
いております。丸太町教会の普段の教会
学校は子どもが来ない日も少なからずあ
りますが、お話の時には夕礼拝での奨
励とは違った、子どもたちに届ける御言
葉という視点での御言葉との向き合い
方を学ばせていただいております。
　教会事務については、これがただの
事務作業ではなく“教会での事務作
業”であるということを学ばせていただ
きました。ただただ決まった動きをすれ

ばよいのではなく、教会に集う皆さんに
情報をお伝えする、教会に集う皆さんか
らの大切な献金を扱う、教会の皆さん
に寄り添う事務作業であるのだと痛感
させられる日々です。
　4月からは京都丸太町教会を離れ、新
たな場で主の御旨のために奉仕すること
となります
が、京都丸
太町教会で
学んだこと
を全ての恵
みに感謝し
て、主の支
えを信じ、
聖霊の業を
裸の心で受
け入れて全
身全霊で臨
んでまいり
たいと思い
ます。

派遣神学生の声派遣神学生の声
池田　優花

（神学部2年次生）
　こんにちは。2025年の春から高槻日吉
台教会で神学生をさせていただいており
ます、神学部2年の池田優花と申します。
　高槻日吉台教会では、CS（教会学
校）のスタッフや、夕礼拝の準備・進行
が 主 な 神
学生の働き
として与え
られていま
す。夕礼拝
は、学生や
青 年 が 多
く集まり、
ワーシップ
ソングなど
の音楽を、
ボーカル、

ギター、ピアノ、カホン等の演奏によって
讃美を行います。夕礼拝後には、たくさん
の方 と々夜ごはんを食べ、交わりの時間
を過ごします。私は讃美コーラスや夕食の
準備をして、夕礼拝に関わっています。
　私が教会に通うようになったのは、神
学生を始めたことがきっかけでした。学
部1年生の頃は、毎週教会へ通うという
ことはなかったのですが、1年生の終わ
りごろに、今一緒に教会で神学生をして
いる先輩からのお誘いを受け、教会とつ
ながるようになりました。
　この1年の教会生活のなかで最も印象
に残っていることは、神学校日の主日礼
拝でお話をさせていただいた日のことで
す。当日、直前まで礼拝堂の外で原稿を
読む練習をしていた私に、ある教会員の
方が労いの言葉とともに「（あなたの奨
励を）祈ってます」と声をかけてください
ました。その他にも、牧師、司式者、その
日教会にいた多くの人が、緊張している
私に声をかけ、私の奨励のために祈って
くださいました。多くの方々が、私のため

に祈ってくれている。そのときに、私はこ
の場所に受け入れられている、私もこの
教会の一員である、ということを強く実
感しました。
　礼拝や会議が終わってから、集会室に
残り遊んでいても、邪魔だと言われること
はない。ただそこに居ることを受け入れら
れ、体調を崩せば誰かが私の身を案じて
くれる。高槻日吉台教会は、いつしか私に
とっての大切な居場所となっていました。
　「自分が自由にそこにいていい」と存
在を認めてもらえることは、当たり前の
ことのように思えて、決して当たり前で
はない、尊いことです。この1年間で私
は、人が生きていくうえで欠かせないも
のの1つである「居場所」がここにはあ
る、その役割を教会は担っているという
ことに気付かされました。
　現在、高槻日吉台教会には3人の神学
生がいます。私は第二神学生として、
2026年度も引き続きこの教会で学び、
奉仕させていただきたいと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。

派遣神学生の声派遣神学生の声
小林　恭平

（神学研究科2年次生）
　こんにちは。神学研究科前期課程2
年生の小林恭平です。今年度は京都葵
教会にて派遣神学生としての働きを務
めさせていただいております。私が神学
生としていただいている奉仕は、毎週の
週報等の印刷や礼拝堂の準備、CSス
タッフや聖歌隊としての奉仕、そして青
年会の活動があります。
　京都葵教会が10-20代の青年が多く
集まる教会としてよく知られてはいるこ
とかと存じますが、実はその青年の多く
は、同志社生やそのOB・OGではなく他
の学校に通っている・通っていた人たち
です。すでに社会人の人もいれば、学生
もいて、年齢層も分散していながらも、
非常に仲が良く、また教会を非常に大切

にしている。そん
なメンバーです。
この一年間、この
青年を中心に教会
の皆さんと過ごす
中で感じたのは、
教会での活動を
皆が楽しんで行うことの大切さです。青
年会は、教会の庭や厨房の換気扇、会
議室のフロアマットなど様々な場所の掃
除やCSのスタッフ、バザーブースの運営
など様々な奉仕を担ってきましたが、そ
のいずれも喜びをもって楽しんで行って
きました。それが出来るのは、何よりも
教会内での交わりの時を大切にしてい
るからだろうと思います。共に遊び、共
に食事をし、共に思いを分かち合う。そ
のために遊び心を忘れないことが大切
であると葵の青年から教わりました。
　青年会がこのように活動できるのは、
より上の世代が、同じように交わりと奉
仕を喜びと楽しみをもって行い、教会を

居場所として来られたからであり、それ
を見て学んでいるからこそ、自分たちも
同じように教会を居場所とし、大切にし
ているのだろうと感じています。
　そんな葵教会での豊かな学びの時を
与えていただいていることに感謝しつ
つ、残された学びの機会を大切にし、こ
れから派遣される教会での働きに活か
してまいりたいと思います。

長尾　恭佳 （神学研究科1年次生）

　こんにちは。2025年度神学研究科入
学生の長尾恭佳と申します。普段は日本
基督教団高槻日吉台教会で神学生とし
て奉仕しております。学部時代は同志社
女子大学に在籍しており、そこでキリス
ト教に出会い、牧会を志すようになりま
した。
　2025年8月13日から9月8日まで、日本
基督教団霊南坂教会にて、夏期伝道実
習生として奉仕させていただきました。
毎週水曜の聖書研究祈祷会、夕礼拝の
司式とお話、週報作成や事務的な業務な
ど、さまざまな経験をさせていただきまし
た。また、教会内でのキャンプに同行し
たり、教会員の方のお宅を訪問したりと、
教会員の方 と々関わる機会も多く与えて
いただきました。最初は慣れない土地で
一人ということで大変緊張し、不安もあ
りましたが、教会の皆様に支えていただ

き、次第に不安も和らいでいきました。
　この実習を通して、私は自分の特性を
ある程度把握できるようになったと感じ
ております。先生方からいただいたアド
バイスはとても参考になりましたし、教
会員の方々からもさまざまなご意見をい
ただきました。
　また、この実習を通して私が掴めたも
う一つの大切なことは、自分がどのよう
な牧師になりたいかというイメージで
す。先生方とお話ししたり、毎日聖書と
向き合って悩み考えたりする中で、自分
の信仰や、会衆にどのような言葉を届け
たいのかを深く考える機会となりまし
た。もちろん神様の言葉を届けることが
役目ですが、聖書研究祈祷会では、実
際に私の話や言葉に勇気づけられたと
言ってくださる方もおられ、私自身もそ
の言葉に励まされました。
　この実習では、他にも本当に多くの
ことを学ばせていただきました。実習
が終わって京都に戻ってから、教会や

学校、大学で説教をした際に、「だいぶ
変わったね」や「夏の実習で自信がつ
いた？」と声をかけていただくことが多
く、嬉しく思うと同時に、今後もさらに
努力していこうという思いを新たにして
います。
　実習生として受け入れてくださった先
生方、そして教会員の皆様には感謝の
気持ちでいっぱいです。ありがとうござ
いました。この出会いを与えてくださっ
た神様に
も心より
感謝して
お り ま
す。今 後
も牧会を
志す者と
して、一
歩ずつ前
に進んで
まいりま
す。

ウスフバヤル・デミデジャムツさん

新十両昇進

©伊勢ヶ濱部屋

　本学神学部を2023年に卒業された
ウスフバヤル・デミデジャムツさんが、
大相撲2026年初春に新十両に昇進され
ました。十両は関取の地位にあたり、
大相撲の世界で新たな段階へ進むこと
を意味します。
　ウスフバヤルさんはモンゴル出身で、
鳥取城北高等学校への進学を機に来日
され、その後本学神学部に進学されま
した。在学中は「デミ」の愛称で親しま
れた愛されキャラでした。ゼミでは、モ
ンゴルの旧正月の風習を中心とした仏教
とシャーマニズムが交差する宗教性につ
いて発表するなど、学業に真摯に取り組
まれるとともに、京田辺校地を拠点に相
撲部で鍛錬を重ねてこられました。４年
次生の時には、大学日本一を決める第
12回全日本大学選抜相撲金沢大会で個
人優勝の実績を残されました。98人が
出場した個人トーナメントの決勝戦では
地元金沢の選手と対戦し、相手に大声
援が送られる状況下で上手投げを決
め、28年ぶりに同志社へ優勝をもたらし
ました。
　卒業後の2024年３月場所の前相撲で
初土俵を踏まれ、その後の５月場所で
「聖白鵬　出海（せいはくほう でみ）」

の四股名が番付表の西序ノ口３枚目に
載りました。初土俵以来、各場所で着実
に番付を上げられ、2024年７月場所で
は序二段で優勝を果たされるなど、優れ
た成績を収められました。そして今回の
新十両昇進によって、初土俵（2024年３
月）から約２年で関取昇進を果たし、３
月場所からはいよいよ関取として土俵に
上がられます。同志社大学出身力士の
新十両昇進は1997年５月場所の大碇（現・
甲山親方）以来４人目で、約29年ぶりとな
りました。
　当初は元横綱・白鵬が親方を務める
宮城野部屋に所属されていましたが、同
部屋の活動停止（その後閉鎖）に伴い、
元横綱・照ノ富士が親方を務める伊
勢ヶ濱部屋へ転籍されました。それに伴
い、ウスフバヤルさんも2026年１月場所
から四股名を「寿之富士 大聖（としのふじ  
たいせい）」へと改められました。「富
士」の名は伊勢ヶ濱部屋に受け継がれ
てきた伝統ある四股名で、新たな所属の
もとで歩みを進められる決意が込めら
れています。伊勢ヶ濱部屋は多くの関取
を育成してきた名門で、ウスフバヤルさ
んもその環境のもとで日々研鑽を積んで
おられます。

　ウスフバヤルさんはあるインタビュー
で「宗教は精神を安定させることがで
きるもの。学んだことは相撲にも生かせ
る」と語られています。実際、力強い相
撲を取りながらも、相手力士が土俵際
で落ちそうになった際には支えて倒れ
込みを防いだり、取組後にはそっと手
を添えて相手に敬意を示したりと、随
所に他者への気遣いと優しさがにじむ
土俵上の振る舞いが印象的です。神学
部関係者一同、ウスフバヤルさんの今
後の歩みが守られ、怪我なくその実力
を十分に発揮されますようお祈り申し上
げます。 　　　　　　  （木谷 佳楠）
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ことに気付かされました。
　現在、高槻日吉台教会には3人の神学
生がいます。私は第二神学生として、
2026年度も引き続きこの教会で学び、
奉仕させていただきたいと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。

派遣神学生の声派遣神学生の声
小林　恭平

（神学研究科2年次生）
　こんにちは。神学研究科前期課程2
年生の小林恭平です。今年度は京都葵
教会にて派遣神学生としての働きを務
めさせていただいております。私が神学
生としていただいている奉仕は、毎週の
週報等の印刷や礼拝堂の準備、CSス
タッフや聖歌隊としての奉仕、そして青
年会の活動があります。
　京都葵教会が10-20代の青年が多く
集まる教会としてよく知られてはいるこ
とかと存じますが、実はその青年の多く
は、同志社生やそのOB・OGではなく他
の学校に通っている・通っていた人たち
です。すでに社会人の人もいれば、学生
もいて、年齢層も分散していながらも、
非常に仲が良く、また教会を非常に大切

にしている。そん
なメンバーです。
この一年間、この
青年を中心に教会
の皆さんと過ごす
中で感じたのは、
教会での活動を
皆が楽しんで行うことの大切さです。青
年会は、教会の庭や厨房の換気扇、会
議室のフロアマットなど様々な場所の掃
除やCSのスタッフ、バザーブースの運営
など様々な奉仕を担ってきましたが、そ
のいずれも喜びをもって楽しんで行って
きました。それが出来るのは、何よりも
教会内での交わりの時を大切にしてい
るからだろうと思います。共に遊び、共
に食事をし、共に思いを分かち合う。そ
のために遊び心を忘れないことが大切
であると葵の青年から教わりました。
　青年会がこのように活動できるのは、
より上の世代が、同じように交わりと奉
仕を喜びと楽しみをもって行い、教会を

居場所として来られたからであり、それ
を見て学んでいるからこそ、自分たちも
同じように教会を居場所とし、大切にし
ているのだろうと感じています。
　そんな葵教会での豊かな学びの時を
与えていただいていることに感謝しつ
つ、残された学びの機会を大切にし、こ
れから派遣される教会での働きに活か
してまいりたいと思います。

長尾　恭佳 （神学研究科1年次生）

　こんにちは。2025年度神学研究科入
学生の長尾恭佳と申します。普段は日本
基督教団高槻日吉台教会で神学生とし
て奉仕しております。学部時代は同志社
女子大学に在籍しており、そこでキリス
ト教に出会い、牧会を志すようになりま
した。
　2025年8月13日から9月8日まで、日本
基督教団霊南坂教会にて、夏期伝道実
習生として奉仕させていただきました。
毎週水曜の聖書研究祈祷会、夕礼拝の
司式とお話、週報作成や事務的な業務な
ど、さまざまな経験をさせていただきまし
た。また、教会内でのキャンプに同行し
たり、教会員の方のお宅を訪問したりと、
教会員の方 と々関わる機会も多く与えて
いただきました。最初は慣れない土地で
一人ということで大変緊張し、不安もあ
りましたが、教会の皆様に支えていただ

き、次第に不安も和らいでいきました。
　この実習を通して、私は自分の特性を
ある程度把握できるようになったと感じ
ております。先生方からいただいたアド
バイスはとても参考になりましたし、教
会員の方々からもさまざまなご意見をい
ただきました。
　また、この実習を通して私が掴めたも
う一つの大切なことは、自分がどのよう
な牧師になりたいかというイメージで
す。先生方とお話ししたり、毎日聖書と
向き合って悩み考えたりする中で、自分
の信仰や、会衆にどのような言葉を届け
たいのかを深く考える機会となりまし
た。もちろん神様の言葉を届けることが
役目ですが、聖書研究祈祷会では、実
際に私の話や言葉に勇気づけられたと
言ってくださる方もおられ、私自身もそ
の言葉に励まされました。
　この実習では、他にも本当に多くの
ことを学ばせていただきました。実習
が終わって京都に戻ってから、教会や

学校、大学で説教をした際に、「だいぶ
変わったね」や「夏の実習で自信がつ
いた？」と声をかけていただくことが多
く、嬉しく思うと同時に、今後もさらに
努力していこうという思いを新たにして
います。
　実習生として受け入れてくださった先
生方、そして教会員の皆様には感謝の
気持ちでいっぱいです。ありがとうござ
いました。この出会いを与えてくださっ
た神様に
も心より
感謝して
お り ま
す。今 後
も牧会を
志す者と
して、一
歩ずつ前
に進んで
まいりま
す。

ウスフバヤル・デミデジャムツさん

新十両昇進

©伊勢ヶ濱部屋

　本学神学部を2023年に卒業された
ウスフバヤル・デミデジャムツさんが、
大相撲2026年初春に新十両に昇進され
ました。十両は関取の地位にあたり、
大相撲の世界で新たな段階へ進むこと
を意味します。
　ウスフバヤルさんはモンゴル出身で、
鳥取城北高等学校への進学を機に来日
され、その後本学神学部に進学されま
した。在学中は「デミ」の愛称で親しま
れた愛されキャラでした。ゼミでは、モ
ンゴルの旧正月の風習を中心とした仏教
とシャーマニズムが交差する宗教性につ
いて発表するなど、学業に真摯に取り組
まれるとともに、京田辺校地を拠点に相
撲部で鍛錬を重ねてこられました。４年
次生の時には、大学日本一を決める第
12回全日本大学選抜相撲金沢大会で個
人優勝の実績を残されました。98人が
出場した個人トーナメントの決勝戦では
地元金沢の選手と対戦し、相手に大声
援が送られる状況下で上手投げを決
め、28年ぶりに同志社へ優勝をもたらし
ました。
　卒業後の2024年３月場所の前相撲で
初土俵を踏まれ、その後の５月場所で
「聖白鵬　出海（せいはくほう でみ）」

の四股名が番付表の西序ノ口３枚目に
載りました。初土俵以来、各場所で着実
に番付を上げられ、2024年７月場所で
は序二段で優勝を果たされるなど、優れ
た成績を収められました。そして今回の
新十両昇進によって、初土俵（2024年３
月）から約２年で関取昇進を果たし、３
月場所からはいよいよ関取として土俵に
上がられます。同志社大学出身力士の
新十両昇進は1997年５月場所の大碇（現・
甲山親方）以来４人目で、約29年ぶりとな
りました。
　当初は元横綱・白鵬が親方を務める
宮城野部屋に所属されていましたが、同
部屋の活動停止（その後閉鎖）に伴い、
元横綱・照ノ富士が親方を務める伊
勢ヶ濱部屋へ転籍されました。それに伴
い、ウスフバヤルさんも2026年１月場所
から四股名を「寿之富士 大聖（としのふじ  
たいせい）」へと改められました。「富
士」の名は伊勢ヶ濱部屋に受け継がれ
てきた伝統ある四股名で、新たな所属の
もとで歩みを進められる決意が込めら
れています。伊勢ヶ濱部屋は多くの関取
を育成してきた名門で、ウスフバヤルさ
んもその環境のもとで日々研鑽を積んで
おられます。

　ウスフバヤルさんはあるインタビュー
で「宗教は精神を安定させることがで
きるもの。学んだことは相撲にも生かせ
る」と語られています。実際、力強い相
撲を取りながらも、相手力士が土俵際
で落ちそうになった際には支えて倒れ
込みを防いだり、取組後にはそっと手
を添えて相手に敬意を示したりと、随
所に他者への気遣いと優しさがにじむ
土俵上の振る舞いが印象的です。神学
部関係者一同、ウスフバヤルさんの今
後の歩みが守られ、怪我なくその実力
を十分に発揮されますようお祈り申し上
げます。 　　　　　　  （木谷 佳楠）
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●2025年度卒業・修了生
・学部 54名
・大学院博士課程（前期課程） ７名

●2025年度入学者
　⑴学部第１年次生 63 名
　⑵学部第３年次生 2 名
　⑶大学院博士課程（前期課程）
　　神学専攻 14 名
　　（内社会人特別入試合格者 2 名）
　⑷大学院博士課程（後期課程）
　　神学専攻 2 名
　　（内社会人特別入試合格者 1 名）

◆2026年度  神学部・神学研究科役職者
　学部長・研究科長　　　村山　盛葦
　教務主任　　　　　　　勝又　悦子
　教務（国際）主任　　　木谷　佳楠
　教務（入学）主任　　　森山　央朗
　大学院教務主任　　　　関谷　直人
　　　　　　　　　　　　村上　みか
　学生主任　　　　　　　杉田　俊介
　研究主任　　　　　　　三輪　地塩

同志社大学　神学部・神学研究科事務室　FAX：075-251-3088　E-mail:ji-sinkn@mail.doshisha.ac.jp 

いつも『同神期報』をご講読いただきまして、ありがとうございます。
現在、神学部・神学研究科事務室にて『同神期報』を講読してくださっている方の住所管理を行っております。
ご住所・お名前の変更、講読に関するお問い合わせ等ございましたら、神学部・神学研究科事務室までご連絡ください。

事務室からのお知らせ

なお、次号以降の講読を希望されない場合は 5月29日（金）まで に神学部・神学研究科事務室まで FAX または E-mail にて
ご連絡をお願いいたします。

2025 年度  大学院博士課程（前期課程）修了者論文題

2025 年度卒業論文のなかから

聖書神学研究
  小林　恭平 『金持ちとラザロの物語』における「火」と「罰の永続性」の宗教的文脈  ―第二神殿期初期のユダヤ文献を中心に―

組織神学研究
  二羽　礼 保育者の人間性と子どもの最善の利益をめぐる考察  ―「神の像」「良心」を手がかりとして―
  上田　葉月 キリスト教主義学校における宗教教育に関する一考察  ―宗教的アイデンティティと現代社会の価値観の間に立つ教育―
  山本　雅紘 キルケゴールにおける「信仰の飛躍」について  ―カミュの「不条理」との対話を通して―

実践神学研究
  滝口　大気 日本基督教団の諸教会におけるSNSの活用と方法

一神教学際研究
  廣瀬　里紗 ヘブライ語聖書におけるna‘arとyeledの比較研究  ―列王記下４章８節から37節を中心に―
  加藤　伽弥 サアディア・ガオンの知性観  ―『信仰と意見の書』とダニエル書訳の比較で―

2026年度　入学試験　志願者・合格者数一覧表

推薦選抜入学試験

自己推薦入学試験

キリスト教主義学校の連携ネットワーク
推薦入学試験

神学研究科 博士課程（前期課程）
社会人特別選抜入学試験
神学研究科 博士課程（前期課程）
外国人留学生入学試験
神学研究科 博士課程（後期課程）
入学試験（春期実施）
神学研究科 博士課程（後期課程）
社会人特別選抜入学試験（春期実施）
神学研究科 博士課程（後期課程）
外国人留学生入学試験

法人内各学校推薦入学試験

外国人留学生入学試験

一般選抜入学試験

大学入学共通テストを利用する入学試験

第３年次転入学・編入学試験

神学研究科 博士課程（前期課程）入学試験

募集人数 志願者数 合格者数

14名

6名

5名

若干名

若干名

5名

若干名

若干名

5名

若干名

31名

2名

若干名

春秋合計20名

37名

44名

5名

2名

1名

2名

2名

2名

3名

3名

369名

44名

1名

15名

14名

7名

5名

1名

0名

1名

1名

1名

3名

1名

63名

8名

1名

11名

教会等赴任者 2026.3.1現在
この春、2名の方が宣教の現場に巣立って
いきます。

小林 恭平（原宿教会）

滝口 大気（各務原教会）

東日本電信電話株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
明治安田生命保険相互会社
住友生命保険相互会社
株式会社十六フィナンシャルグループ
広島信用金庫
株式会社群馬銀行
ダイキン工業株式会社
横河電機株式会社
日本メドトロニック株式会社
ジェイアール西日本不動産開発株式会社
ヤマト運輸株式会社
マンパワーグループ株式会社
株式会社セガフェイブ
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

２
０
２
４
年
度 【
神
学
部
】  

主
な
就
職
先

新社会人になって

　社会人、楽しいですよ！仕事を通し
てできることが増え、自立して、好き
な物を買って、美味しいものを食べて、

あらゆることを自分で選べるって本当
に嬉しいことです。学生時代は好きな
ことばかりしていて働くのが不安でし
たが、社会人もちゃんと楽しいです。
　会社での人間関係についても、入
社前は、同期と馴れ合うことなんてな
いだろうと正直斜に構えていました。
でも実際は同じ目標を共有する同僚と
して、気の合う友人として、同期は自
分をさらけ出せる仲間になりました。
それでもやっぱり、学生時代の友人
はかけがえのない存在です。すぐに会

足立　香緒（2025年3月卒業）

える距離ではありませんが、大学の友
人が世界中にいることがとても頼もし
く、心の支えになっています。
　今私はダイキン工業の人事で新卒採
用をしています。採用担当として、こ
れから就職活動を始める皆さんには、
内定獲得をゴールにするのではなく、
その先の人生を見据えて、自分が幸
せに働ける進路を選んでほしいと思い
ます。大学で思いきり好きなことをし
て、そして安心して社会人になってく
ださい。待ってます！

新社会人になって

　神学部を卒業し、現在はＩＴ企業で
製品の試 験 業務に携わっています。
私は文系を体 現したような人間なの

で、ＩＴ業界では苦手だと感じる場面
が多くあります。しかし最近、それも
成長のためだと前向きに捉え、目の前
のことに取り組んでいたら、大抵のこ
とはなんとかなるものだと分かるよう
になってきました。自分が思っている
より、進む道は広いのかもしれません。
　また、仕事で新しく知識や技術を身
につけていく過程は、大学での研究
の延長のように感じることがあります。
かつては「興味のあること」だったか
らこそ取り組めていましたが、そのお

赤田　楓弥（2025年3月卒業）

陰で身についた学ぶ習慣は、社会に
出た今も役に立っていると実感してい
ます。
　仕事というのは一つのツールに過ぎ
ないのかもしれません。仕事という
フィールドを使って、どう成長するか、
どんな人間になりたいか。責任が伴う
こともありますが、お金をもらいなが
らそれを実践できる、自分磨きの場
所でもあります。そんな風に考えてみ
るのも、一つの向き合い方ではないか
と思います。

お知らせ

●キリスト教的価値観に基づく投資行動  ―ネガティブ・スクリーニングとエンゲージメントの実践―
●モロッコにおけるバラカ信仰の現代的需要とそれをめぐる評価の対立
●日米寺院における経営比較  ―日本寺院・アメリカ日系寺院・禅センターの運営を巡って―
●多惑星種時代の神学  ―2000 年以降の宇宙神学を巡る議論の展開と課題―
●オーストラリアにおけるペンテコステ派メガチャーチの社会的役割
●クウェート大学と女子教育の変革  ―リバース・ジェンダー・ギャップの可能性と限界―
●アルベルト・シュヴァイツァーの描くバッハ像の特質と現代的意義
　―カンタータにおける『絵画性（pictorialism）』と『象徴（symbolism）』の分析を中心に―
●ジャック・ケルアックにおける信仰の個人化と現代的課題  ―制度的教会を超えて―
●世俗化した社会における宗教音楽の意義
●反出生主義とキリスト教倫理  ―愛の実践と出生の倫理的ジレンマ―
●コヘレト書 3 章 11 節の解釈  ―神が与える　　　（永遠）と人生―
●イブン・ムカッファアの宗教観について
●ハンセン病とスティグマ  ―スティグマの克服と宗教の可能性―
●キリスト教教育の役割・効果について  ―援助行動の観点からの検証―
●太平洋戦争期から終戦後のプロテスタント教会の立地と空地に関する一考察  ―大阪市の中心部を例に―
●双子の詩篇  ―詩篇 9-10 篇についての一考察―
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●2025年度卒業・修了生
・学部 54名
・大学院博士課程（前期課程） ７名

●2025年度入学者
　⑴学部第１年次生 63 名
　⑵学部第３年次生 2 名
　⑶大学院博士課程（前期課程）
　　神学専攻 14 名
　　（内社会人特別入試合格者 2 名）
　⑷大学院博士課程（後期課程）
　　神学専攻 2 名
　　（内社会人特別入試合格者 1 名）

◆2026年度  神学部・神学研究科役職者
　学部長・研究科長　　　村山　盛葦
　教務主任　　　　　　　勝又　悦子
　教務（国際）主任　　　木谷　佳楠
　教務（入学）主任　　　森山　央朗
　大学院教務主任　　　　関谷　直人
　　　　　　　　　　　　村上　みか
　学生主任　　　　　　　杉田　俊介
　研究主任　　　　　　　三輪　地塩

同志社大学　神学部・神学研究科事務室　FAX：075-251-3088　E-mail:ji-sinkn@mail.doshisha.ac.jp 

いつも『同神期報』をご講読いただきまして、ありがとうございます。
現在、神学部・神学研究科事務室にて『同神期報』を講読してくださっている方の住所管理を行っております。
ご住所・お名前の変更、講読に関するお問い合わせ等ございましたら、神学部・神学研究科事務室までご連絡ください。

事務室からのお知らせ

なお、次号以降の講読を希望されない場合は 5月29日（金）まで に神学部・神学研究科事務室まで FAX または E-mail にて
ご連絡をお願いいたします。

2025 年度  大学院博士課程（前期課程）修了者論文題

2025 年度卒業論文のなかから

聖書神学研究
  小林　恭平 『金持ちとラザロの物語』における「火」と「罰の永続性」の宗教的文脈  ―第二神殿期初期のユダヤ文献を中心に―

組織神学研究
  二羽　礼 保育者の人間性と子どもの最善の利益をめぐる考察  ―「神の像」「良心」を手がかりとして―
  上田　葉月 キリスト教主義学校における宗教教育に関する一考察  ―宗教的アイデンティティと現代社会の価値観の間に立つ教育―
  山本　雅紘 キルケゴールにおける「信仰の飛躍」について  ―カミュの「不条理」との対話を通して―

実践神学研究
  滝口　大気 日本基督教団の諸教会におけるSNSの活用と方法

一神教学際研究
  廣瀬　里紗 ヘブライ語聖書におけるna‘arとyeledの比較研究  ―列王記下４章８節から37節を中心に―
  加藤　伽弥 サアディア・ガオンの知性観  ―『信仰と意見の書』とダニエル書訳の比較で―

2026年度　入学試験　志願者・合格者数一覧表

推薦選抜入学試験

自己推薦入学試験

キリスト教主義学校の連携ネットワーク
推薦入学試験

神学研究科 博士課程（前期課程）
社会人特別選抜入学試験
神学研究科 博士課程（前期課程）
外国人留学生入学試験
神学研究科 博士課程（後期課程）
入学試験（春期実施）
神学研究科 博士課程（後期課程）
社会人特別選抜入学試験（春期実施）
神学研究科 博士課程（後期課程）
外国人留学生入学試験

法人内各学校推薦入学試験

外国人留学生入学試験

一般選抜入学試験

大学入学共通テストを利用する入学試験

第３年次転入学・編入学試験

神学研究科 博士課程（前期課程）入学試験

募集人数 志願者数 合格者数

14名

6名

5名

若干名

若干名

5名

若干名

若干名

5名

若干名

31名

2名

若干名

春秋合計20名

37名

44名

5名

2名

1名

2名

2名

2名

3名

3名

369名

44名

1名

15名

14名

7名

5名

1名

0名

1名

1名

1名

3名

1名

63名

8名

1名

11名

教会等赴任者 2026.3.1現在
この春、2名の方が宣教の現場に巣立って
いきます。

小林 恭平（原宿教会）

滝口 大気（各務原教会）

東日本電信電話株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
明治安田生命保険相互会社
住友生命保険相互会社
株式会社十六フィナンシャルグループ
広島信用金庫
株式会社群馬銀行
ダイキン工業株式会社
横河電機株式会社
日本メドトロニック株式会社
ジェイアール西日本不動産開発株式会社
ヤマト運輸株式会社
マンパワーグループ株式会社
株式会社セガフェイブ
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
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新社会人になって

　社会人、楽しいですよ！仕事を通し
てできることが増え、自立して、好き
な物を買って、美味しいものを食べて、

あらゆることを自分で選べるって本当
に嬉しいことです。学生時代は好きな
ことばかりしていて働くのが不安でし
たが、社会人もちゃんと楽しいです。
　会社での人間関係についても、入
社前は、同期と馴れ合うことなんてな
いだろうと正直斜に構えていました。
でも実際は同じ目標を共有する同僚と
して、気の合う友人として、同期は自
分をさらけ出せる仲間になりました。
それでもやっぱり、学生時代の友人
はかけがえのない存在です。すぐに会

足立　香緒（2025年3月卒業）

える距離ではありませんが、大学の友
人が世界中にいることがとても頼もし
く、心の支えになっています。
　今私はダイキン工業の人事で新卒採
用をしています。採用担当として、こ
れから就職活動を始める皆さんには、
内定獲得をゴールにするのではなく、
その先の人生を見据えて、自分が幸
せに働ける進路を選んでほしいと思い
ます。大学で思いきり好きなことをし
て、そして安心して社会人になってく
ださい。待ってます！

新社会人になって

　神学部を卒業し、現在はＩＴ企業で
製品の試 験 業務に携わっています。
私は文系を体 現したような人間なの

で、ＩＴ業界では苦手だと感じる場面
が多くあります。しかし最近、それも
成長のためだと前向きに捉え、目の前
のことに取り組んでいたら、大抵のこ
とはなんとかなるものだと分かるよう
になってきました。自分が思っている
より、進む道は広いのかもしれません。
　また、仕事で新しく知識や技術を身
につけていく過程は、大学での研究
の延長のように感じることがあります。
かつては「興味のあること」だったか
らこそ取り組めていましたが、そのお

赤田　楓弥（2025年3月卒業）

陰で身についた学ぶ習慣は、社会に
出た今も役に立っていると実感してい
ます。
　仕事というのは一つのツールに過ぎ
ないのかもしれません。仕事という
フィールドを使って、どう成長するか、
どんな人間になりたいか。責任が伴う
こともありますが、お金をもらいなが
らそれを実践できる、自分磨きの場
所でもあります。そんな風に考えてみ
るのも、一つの向き合い方ではないか
と思います。

お知らせ

●キリスト教的価値観に基づく投資行動  ―ネガティブ・スクリーニングとエンゲージメントの実践―
●モロッコにおけるバラカ信仰の現代的需要とそれをめぐる評価の対立
●日米寺院における経営比較  ―日本寺院・アメリカ日系寺院・禅センターの運営を巡って―
●多惑星種時代の神学  ―2000 年以降の宇宙神学を巡る議論の展開と課題―
●オーストラリアにおけるペンテコステ派メガチャーチの社会的役割
●クウェート大学と女子教育の変革  ―リバース・ジェンダー・ギャップの可能性と限界―
●アルベルト・シュヴァイツァーの描くバッハ像の特質と現代的意義
　―カンタータにおける『絵画性（pictorialism）』と『象徴（symbolism）』の分析を中心に―
●ジャック・ケルアックにおける信仰の個人化と現代的課題  ―制度的教会を超えて―
●世俗化した社会における宗教音楽の意義
●反出生主義とキリスト教倫理  ―愛の実践と出生の倫理的ジレンマ―
●コヘレト書 3 章 11 節の解釈  ―神が与える　　　（永遠）と人生―
●イブン・ムカッファアの宗教観について
●ハンセン病とスティグマ  ―スティグマの克服と宗教の可能性―
●キリスト教教育の役割・効果について  ―援助行動の観点からの検証―
●太平洋戦争期から終戦後のプロテスタント教会の立地と空地に関する一考察  ―大阪市の中心部を例に―
●双子の詩篇  ―詩篇 9-10 篇についての一考察―



アダ・タガー・コヘン

　2025年は非常に忙しく、また興味深い
一年でした。5月には日本で、7月にはオッ
クスフォード大学で、それぞれ大規模な会
議に参加しました。いずれの会議も「人間
の尊厳」というテーマを扱っていました。こ
のテーマについて、特にヘブライ語聖書と
ヒッタイト文化との関係を中心に、今後さら
に研究を深めていきたいと考えています。
　聖書のイザヤ書2章4節にあるように、
世界が平和になり、繁栄が訪れることを
願っています。
　「主は国々の争いを裁き、多くの民を戒
められる。彼らは剣を打ち直して鋤とし、
/槍を打ち直して鎌とする。国は国に向
かって剣を上げず、/もはや戦うことを学
ばない」（イザヤ書2章4節）。 AMEN！

越後屋　朗

 今年度は定年延長2年目です。担当科目
が少なく、校務などの雑務もほとんどない
ため、自分のペースで穏やかな毎日を過
ごしています。入社以来、今が最もリラッ
クスできているのかもしれません。
　最近は教育や研究、そして私生活でも
AIを積極的に活用するようになりました。
特に、ヘブライ語聖書原典にある不可解
な単語の母音変化について尋ねた際、ほ
ぼ正解に近い回答が得られたことには驚
愕しました。AIの進歩は、私の想像を遥
かに超えていたようです。近いうちに教員
の役割は大きく変わることでしょう。
　4月には、論文「創世記1章1節－2章3節
と出エジプト記3章における動詞h-y-h」が
収録された『「ナル的表現」をめぐる通言
語的研究』（ひつじ書房）が刊行されまし
た。現在は歴史的ダビデを論じた英書の
翻訳チェックを進めています。修正箇所が
次から次へと見つかり、なかなか終わりま
せん。

勝又　悦子

　今年は報告や発表の機会に恵まれまし
た。二月に同志社女子大学聖書研究会
で、イスラエル留学時代の思い出の一曲
「ヒヤシンスの詩（うた）」に絡めて、共生
について思うところをお話させて頂き、四

月下旬に関西同信会にて神学部「地の
塩」プロジェクトについて、六月に西日本
新約聖書学会にて、ラビ・ユダヤ教研究の
現況について、九月の日本宗教学会では、
ラビ文献中の「サーカス」「競技場」を中
心に、ユダヤ教にとっての異文化との共生
の諸相を報告しました。甘いと言われるで
しょうが、生活者として、生活次元での共
生の可能性を追いたいです。その一環とし
て企画したラビ文献における生活の諸相
に関するデータベース構築計画が、科研の
挑戦的研究（萌芽）に採択され、始動して
います。さて、六十の大台に乗った途端に
膝痛に悩まされております。リハビリで身
体の歪みを瞬時に逐一指摘され（目から
鱗）、目下、歪んだ人生、大矯正中です。

木谷　佳楠

　今年度は春に早稲田の「データサイエ
ンス実践講座」を受講し、みっちりデータ
サイエンスの勉強をさせていただきまし
た。この講座は教育訓練給付制度の対象
だったため給付条件であるキャリアコン
サルティングを受けに何度かハローワーク
を訪れました。「将来何になりたいのか」
「何のために働くのか」など即答が難しい
質問を受け、ハローワークで今までの人生
が走馬灯のようによぎりました。秋には同
志社150周年の記念式典があり、各学校
の教職員と一緒に活動しているプロジェク
トのメンバーとしてその準備に当たりまし
た。その他の活動としては、講演や発表を
月1回のペースで行い、12月にはタイで 
Bible and Economy of Equity という題
でお話をさせていただきました。私はレビ
記25章の釈義をしましたが、ある神学者
が列王記上21章の「ナボトのぶどう畑」を
アジアの視点から考えるという講演をされ
て大変感銘を受けました。やはり神学の
ベースは聖書だなと思いつつ、エアアジア
に乗って帰国しました。

小原　克博

　研究時間を確保することは困難な状況
ですが、依頼された講演などを準備する
中で自分の思索をまとめたり、深めたりす
るよう心がけています。昨年8月、同志社
大学でACUCA (Association of Christian 

Universities and Colleges in Asia) の
Student Campを開催した際、Keynote 
Speech "Christianity and AI: Faith, 
Environment, and Human Well-being"
を行い、参加学生たちとディスカッションを
しました。昨年末まで約2年間、ACUCA
のPresidentを務めました。
　テレビ番組には次のようなものに出演し
ました。NHKスペシャル「ヒューマンエイ
ジ」第4集「性の欲望　デジタル技術　解
放か堕落か」2025年6月23日放送。NHK
「こころの時代～宗教・人生」徹底討論
　宗教は戦争にどう関わってきたのか、前
編：12月14日放送、後編：12月21日放送。
　その他、学長としてのメッセージや記事
などは大学HPの「学長室だより」に記載
していますので、ぜひご覧ください。現在
の同志社大学の多様な取り組みがわかる
ようにしています。
　12月19～21日、国立代々木競技場で
行われた日本フィギュアスケート選手
権大会に応援に出かけ、そこでフィ
ギュアスケート部OGで神学部卒業生の
豊田さん、萩原さんと出会いました。
この大会ではペアとアイスダンスの部
門で同志社大学関係の選手が優勝し、
オリンピック出場も決定しました。同
志社校友会やスポーツの関係で神学部
卒業生とばったり、そして久しぶりに
出会うのは本当にうれしいことです。

黒柳　志仁

　着任して早2年が過ぎました。神学部フ
レッシャーズ・キャンプ、就職に向けた
キャリア・ガイダンス・セミナー面談、また
日本基督教学会のお手伝いをさせて頂
き、学部生や院生の皆さんと直接お話しす
る機会が多くなり、神学部/神学研究科を
より身近に感じられる1年となりました。
卒論指導をする中で、25年ぶりに図書室
の自分の修士論文を手に取り、顔写真を
見て変な涙が溢れ出てきました…。院
OB/OGの皆さんもご来学の際は是非、当
時を懐かしんで下さい。研究面では、「詩
編49編の釈義的考察－神から与えられた
「平等」の教え－」が『基督教研究』第87
巻に掲載されます。また「平和を求め、な
ぜ戦うのか－旧約聖書の平和思想を中心
として」が東西宗教研究ジャーナル2026
に掲載予定です。講演は東西宗教交流学
会2025年度大会「分断と統合：宗教から
何を語れるか」や、2025年度キリスト教学
校教育同盟第15回中堅事務職員リトリー
ト「世界の紛争と宗教」を担当させて頂き
ました。

三輪　地塩

　今年度も無事に職務を全うすることが
でき、皆様のお支えに感謝いたします。研
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研究室から

究としては、3月に「『植村海老名論争』叙
述における“語り”の形成」（『キリスト教
社会問題研究』73号）、10月に「旧日本基
督教会における伝道所・講義所の研究 
― 明治期から昭和初期までの「宮城中会
関連資料」の分析―」（『教会の神学』32
号）の論文2本が掲載されました。又、6月
に『宗敎硏究』（99巻1輯）、7月に『キリス
ト教史学』（第79集）に、それぞれ書評が
掲載されました。更にもう一本の論文掲載
を目指しましたが、時間切れのため次年
度に持ち越しです。
　2026年2月には、三輪ゼミで五島列島
の宿泊研修を行いました。“秘境”の面影
が残るキリシタンの島を巡り参加者は大
いに刺激を受けたようです。今年も他の
場所に行きたいと願っています。
　個人的なことですが、昨年7月、海洋散
骨（礼拝）の司式を致しました。チャー
ター船に乗り込み、12名分をまとめて散
骨するという大掛かりなもので、散骨され
た方々の信仰の生涯を思いつつ、20名の
参列者の祈りに合わせ、希望と共に見送
りました。

森山　央朗

　2025年9月上旬、上智大学名誉教授の
私市正年先生が企画した巡検調査に参加
して、アルジェリアを訪れました。首都のア
ルジェから、地中海沿いに東に行ってビ
ジャーヤ、そこから南に山を越えてセティ
フ、一旦アルジェに戻って、今度は南西に
山脈を越えてサハラ砂漠北端のティアレ
へ。そしてそこから西に進んでトレムセン、
地中海沿岸に戻ってオラン、そこからアル
ジェに戻って帰国という、自動車での長距
離移動と史跡調査を8日間毎日繰り返すと
いうハードな旅程でした。
　その間、セティフ近郊のイクジャーン砦
というファーティマ朝（909‒1171年）旗揚
げの現場や、イブン・ハルドゥーン（1406
年没）が滞在して『歴史序説』を執筆した
と言われるサハラを見渡す岩屋（ティアレ
近郊）など、イスラーム史研究者には感慨
深い所を訪れました。総勢7名の調査隊は
四半世紀にわたっての研究仲間たちで、マ
グリブ地域のイスラーム文化に具体的な
知見を得られただけでなく、とても楽しい
調査旅行でした。

村上　みか

　今年度は大学院のゼミのフィールド
ワークで岡山を訪れ、社会に根差したキ
リスト教の歴史を体感しました。神学的な
厳密さよりも愛の実践を重んじ、教育や
医療、経済活動や労働問題、また文化に
も大きな足跡を残した石井十次や大原孫
三郎の働きを身近に感じ、感銘と刺激を
受けました。また院ゼミに有賀鐵太郎の

長男、誠一氏をお招きし、書物を通しては
知られない有賀の苦悩や当時の神学部の
様子を伺いました。授業時に講読した有
賀の歴史神学の方法論の背景に、ユニオ
ン神学校時代に薫陶を受けた自由主義
神学（特にトレルチ）があることを知り、日
野真澄によって始められたとされる神学
部のリベラルな学風が、彼に受け継がれ
強化された歴史を想いました。
　再洗礼派500年を記念して日本ルター
学会では対話と和解の時がもたれ、そこ
で「再洗礼派をめぐる16世紀の神学議論
の再考」について発題しました。今年度も
ドイツの国際学術誌Lutherjahrbuchの
編集に携わりました。

村山　盛葦

　2025年度も健康が支えられ無事に終
えることができ感謝です。今年度は学
部長を拝命し右往左往しながらも周り
のスタッフに支えられ、ここまでたど
り着きました。外からは見えない種々
の責務があることを日々実感しており
ます。引き続き職務を全うできるよう
鋭意努力する所存です。ということ
で、研究のための時間は少しお休み
モードですが、牛歩戦術のように第一
コリント書の注解をコツコツと進めて
います。また、6月に西日本新約聖書学
会を同志社大学で開催することができ
ました。
　教会関係では神戸雲内教会（5、6、8
月）、神戸教会（6月）、京都教会（6月）、
希望丘教会（9月）、津山教会（10月）、阿
倍野教会（12月）において礼拝説教を担
当しました。また、東京同信伝道会（4月）
にて「パウロの風貌」、神戸教会（6月）で
は「教会のあり方―1ペトロ書を通して―」
と題して、それぞれ講演をさせていただき
ました。

関谷　直人

　昨年度、65歳で役職定年を迎え、2025
年度は定年延長後の初めての一年でし
た。そこで「私もいよいよ隠居の身か
あ・・・」と思っていたのですが、実際には
神学部の現在の役職定年以外の教員ス
タッフだけでは主任会を構成することが
できず、それまでと変わらず、大学院研究
科専攻教務主任として主任会のメンバー
の一員に加えていただくことになり、それ
なりに忙しくしておりました。
　 8月には同 志 社 大 学 で開 催された
ACUCA（アジア・キリスト教大学協会）
のキャンプにおいて2日にわたり音楽礼拝
を担当し、学外では6月に一昨年に続いて
「日本基督教団新任教師オリエンテー
ション」での講師をさせていただきまし
た。教団の諸教会での説教奉仕に加え、

11月には「西中国教区教師研修会」の講
師をさせていただき、教会現場の皆様と
の良い交わりを持つことができました。キ
リスト教主義学校との関連では12月に広
島女学院中高でのクリスマス礼拝を担当
させていただきました。感謝。

杉田　俊介

　神学部の教員になっておよそ1年。大学
の専任教員としてのはたらきは初めてでし
たが、先生方や事務職員の皆様に支えら
れて、入社一年目を無事終えることができ
そうです。
　2025年度は、「組織神学入門」「キリス
ト教倫理」などの講義に加え、卒論ゼミも
担当させていただきました。神学部には
多様な背景をもつ学生が集っており、授
業の難易度や語り方に悩むこともありま
すが、学生と共に学ぶ充実した日々を過
ごしています。研究面では、以前から取り
組んでいた柏木義円研究を継続し、論文
「柏木義円の『神の肖像』論」を『基督教
研究』に掲載していただきました。
　教会関連では、着任前に牧会していた
仁川教会において、代務者としての務めを
担いました。2026年4月から主任担任教師
をお迎えできる見通しとなり、感謝してい
ます。また、2026年1月1日には、京都教区
京都南部地区新年合同讃美礼拝にて説
教を担当させていただきました。同年3月1
日には、エフエム宝塚「サンデーほう談」
に出演し、同志社創立150周年や新島襄
に触れつつお話をしました。

金　秀娟

　今年度は、同志社大学神学研究科に着
任して一年目となり、日々新しいことを学
ぶ時間でした。新任教員研修を受けなが
ら学内業務を一つずつ覚え、フレッシャー
ズ・キャンプでは学生の皆さんと楽しく交
流する機会にも恵まれました。
　この一年は、主として研究と論文準備
に力を注ぎました。現代社会における経
済的不平等と再分配の課題を、キリスト教
倫理の観点から捉え直し、持続可能な共
同体を支える実践へとつなげる道筋を検
討しています。今後もこのテーマを軸に研
究を継続する予定です。
　また、研究発表に加えて学会の運営ス
タッフとしても参加し、学会がどのように
運営されているのかを含め、全体像を学
ぶことができました。
　そのほか、韓国から来訪されたメソジス
ト大学の先生方や、長老会神学大学校の
先生方をご案内する機会もありました。同
志社や本学部についてより深く紹介でき
るよう、改めて大学の歴史や特色を学び
直すなかで、自分自身も多くの発見を得た
一年でした。
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アダ・タガー・コヘン

　2025年は非常に忙しく、また興味深い
一年でした。5月には日本で、7月にはオッ
クスフォード大学で、それぞれ大規模な会
議に参加しました。いずれの会議も「人間
の尊厳」というテーマを扱っていました。こ
のテーマについて、特にヘブライ語聖書と
ヒッタイト文化との関係を中心に、今後さら
に研究を深めていきたいと考えています。
　聖書のイザヤ書2章4節にあるように、
世界が平和になり、繁栄が訪れることを
願っています。
　「主は国々の争いを裁き、多くの民を戒
められる。彼らは剣を打ち直して鋤とし、
/槍を打ち直して鎌とする。国は国に向
かって剣を上げず、/もはや戦うことを学
ばない」（イザヤ書2章4節）。 AMEN！

越後屋　朗

 今年度は定年延長2年目です。担当科目
が少なく、校務などの雑務もほとんどない
ため、自分のペースで穏やかな毎日を過
ごしています。入社以来、今が最もリラッ
クスできているのかもしれません。
　最近は教育や研究、そして私生活でも
AIを積極的に活用するようになりました。
特に、ヘブライ語聖書原典にある不可解
な単語の母音変化について尋ねた際、ほ
ぼ正解に近い回答が得られたことには驚
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　4月には、論文「創世記1章1節－2章3節
と出エジプト記3章における動詞h-y-h」が
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た。現在は歴史的ダビデを論じた英書の
翻訳チェックを進めています。修正箇所が
次から次へと見つかり、なかなか終わりま
せん。

勝又　悦子

　今年は報告や発表の機会に恵まれまし
た。二月に同志社女子大学聖書研究会
で、イスラエル留学時代の思い出の一曲
「ヒヤシンスの詩（うた）」に絡めて、共生
について思うところをお話させて頂き、四

月下旬に関西同信会にて神学部「地の
塩」プロジェクトについて、六月に西日本
新約聖書学会にて、ラビ・ユダヤ教研究の
現況について、九月の日本宗教学会では、
ラビ文献中の「サーカス」「競技場」を中
心に、ユダヤ教にとっての異文化との共生
の諸相を報告しました。甘いと言われるで
しょうが、生活者として、生活次元での共
生の可能性を追いたいです。その一環とし
て企画したラビ文献における生活の諸相
に関するデータベース構築計画が、科研の
挑戦的研究（萌芽）に採択され、始動して
います。さて、六十の大台に乗った途端に
膝痛に悩まされております。リハビリで身
体の歪みを瞬時に逐一指摘され（目から
鱗）、目下、歪んだ人生、大矯正中です。

木谷　佳楠

　今年度は春に早稲田の「データサイエ
ンス実践講座」を受講し、みっちりデータ
サイエンスの勉強をさせていただきまし
た。この講座は教育訓練給付制度の対象
だったため給付条件であるキャリアコン
サルティングを受けに何度かハローワーク
を訪れました。「将来何になりたいのか」
「何のために働くのか」など即答が難しい
質問を受け、ハローワークで今までの人生
が走馬灯のようによぎりました。秋には同
志社150周年の記念式典があり、各学校
の教職員と一緒に活動しているプロジェク
トのメンバーとしてその準備に当たりまし
た。その他の活動としては、講演や発表を
月1回のペースで行い、12月にはタイで 
Bible and Economy of Equity という題
でお話をさせていただきました。私はレビ
記25章の釈義をしましたが、ある神学者
が列王記上21章の「ナボトのぶどう畑」を
アジアの視点から考えるという講演をされ
て大変感銘を受けました。やはり神学の
ベースは聖書だなと思いつつ、エアアジア
に乗って帰国しました。

小原　克博

　研究時間を確保することは困難な状況
ですが、依頼された講演などを準備する
中で自分の思索をまとめたり、深めたりす
るよう心がけています。昨年8月、同志社
大学でACUCA (Association of Christian 

Universities and Colleges in Asia) の
Student Campを開催した際、Keynote 
Speech "Christianity and AI: Faith, 
Environment, and Human Well-being"
を行い、参加学生たちとディスカッションを
しました。昨年末まで約2年間、ACUCA
のPresidentを務めました。
　テレビ番組には次のようなものに出演し
ました。NHKスペシャル「ヒューマンエイ
ジ」第4集「性の欲望　デジタル技術　解
放か堕落か」2025年6月23日放送。NHK
「こころの時代～宗教・人生」徹底討論
　宗教は戦争にどう関わってきたのか、前
編：12月14日放送、後編：12月21日放送。
　その他、学長としてのメッセージや記事
などは大学HPの「学長室だより」に記載
していますので、ぜひご覧ください。現在
の同志社大学の多様な取り組みがわかる
ようにしています。
　12月19～21日、国立代々木競技場で
行われた日本フィギュアスケート選手
権大会に応援に出かけ、そこでフィ
ギュアスケート部OGで神学部卒業生の
豊田さん、萩原さんと出会いました。
この大会ではペアとアイスダンスの部
門で同志社大学関係の選手が優勝し、
オリンピック出場も決定しました。同
志社校友会やスポーツの関係で神学部
卒業生とばったり、そして久しぶりに
出会うのは本当にうれしいことです。

黒柳　志仁

　着任して早2年が過ぎました。神学部フ
レッシャーズ・キャンプ、就職に向けた
キャリア・ガイダンス・セミナー面談、また
日本基督教学会のお手伝いをさせて頂
き、学部生や院生の皆さんと直接お話しす
る機会が多くなり、神学部/神学研究科を
より身近に感じられる1年となりました。
卒論指導をする中で、25年ぶりに図書室
の自分の修士論文を手に取り、顔写真を
見て変な涙が溢れ出てきました…。院
OB/OGの皆さんもご来学の際は是非、当
時を懐かしんで下さい。研究面では、「詩
編49編の釈義的考察－神から与えられた
「平等」の教え－」が『基督教研究』第87
巻に掲載されます。また「平和を求め、な
ぜ戦うのか－旧約聖書の平和思想を中心
として」が東西宗教研究ジャーナル2026
に掲載予定です。講演は東西宗教交流学
会2025年度大会「分断と統合：宗教から
何を語れるか」や、2025年度キリスト教学
校教育同盟第15回中堅事務職員リトリー
ト「世界の紛争と宗教」を担当させて頂き
ました。

三輪　地塩

　今年度も無事に職務を全うすることが
でき、皆様のお支えに感謝いたします。研
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究としては、3月に「『植村海老名論争』叙
述における“語り”の形成」（『キリスト教
社会問題研究』73号）、10月に「旧日本基
督教会における伝道所・講義所の研究 
― 明治期から昭和初期までの「宮城中会
関連資料」の分析―」（『教会の神学』32
号）の論文2本が掲載されました。又、6月
に『宗敎硏究』（99巻1輯）、7月に『キリス
ト教史学』（第79集）に、それぞれ書評が
掲載されました。更にもう一本の論文掲載
を目指しましたが、時間切れのため次年
度に持ち越しです。
　2026年2月には、三輪ゼミで五島列島
の宿泊研修を行いました。“秘境”の面影
が残るキリシタンの島を巡り参加者は大
いに刺激を受けたようです。今年も他の
場所に行きたいと願っています。
　個人的なことですが、昨年7月、海洋散
骨（礼拝）の司式を致しました。チャー
ター船に乗り込み、12名分をまとめて散
骨するという大掛かりなもので、散骨され
た方々の信仰の生涯を思いつつ、20名の
参列者の祈りに合わせ、希望と共に見送
りました。

森山　央朗

　2025年9月上旬、上智大学名誉教授の
私市正年先生が企画した巡検調査に参加
して、アルジェリアを訪れました。首都のア
ルジェから、地中海沿いに東に行ってビ
ジャーヤ、そこから南に山を越えてセティ
フ、一旦アルジェに戻って、今度は南西に
山脈を越えてサハラ砂漠北端のティアレ
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地中海沿岸に戻ってオラン、そこからアル
ジェに戻って帰国という、自動車での長距
離移動と史跡調査を8日間毎日繰り返すと
いうハードな旅程でした。
　その間、セティフ近郊のイクジャーン砦
というファーティマ朝（909‒1171年）旗揚
げの現場や、イブン・ハルドゥーン（1406
年没）が滞在して『歴史序説』を執筆した
と言われるサハラを見渡す岩屋（ティアレ
近郊）など、イスラーム史研究者には感慨
深い所を訪れました。総勢7名の調査隊は
四半世紀にわたっての研究仲間たちで、マ
グリブ地域のイスラーム文化に具体的な
知見を得られただけでなく、とても楽しい
調査旅行でした。
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学会では対話と和解の時がもたれ、そこ
で「再洗礼派をめぐる16世紀の神学議論
の再考」について発題しました。今年度も
ドイツの国際学術誌Lutherjahrbuchの
編集に携わりました。
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えることができ感謝です。今年度は学
部長を拝命し右往左往しながらも周り
のスタッフに支えられ、ここまでたど
り着きました。外からは見えない種々
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あ・・・」と思っていたのですが、実際には
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の一員に加えていただくことになり、それ
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の専任教員としてのはたらきは初めてでし
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れて、入社一年目を無事終えることができ
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業の難易度や語り方に悩むこともありま
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日には、エフエム宝塚「サンデーほう談」
に出演し、同志社創立150周年や新島襄
に触れつつお話をしました。
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任して一年目となり、日々新しいことを学
ぶ時間でした。新任教員研修を受けなが
ら学内業務を一つずつ覚え、フレッシャー
ズ・キャンプでは学生の皆さんと楽しく交
流する機会にも恵まれました。
　この一年は、主として研究と論文準備
に力を注ぎました。現代社会における経
済的不平等と再分配の課題を、キリスト教
倫理の観点から捉え直し、持続可能な共
同体を支える実践へとつなげる道筋を検
討しています。今後もこのテーマを軸に研
究を継続する予定です。
　また、研究発表に加えて学会の運営ス
タッフとしても参加し、学会がどのように
運営されているのかを含め、全体像を学
ぶことができました。
　そのほか、韓国から来訪されたメソジス
ト大学の先生方や、長老会神学大学校の
先生方をご案内する機会もありました。同
志社や本学部についてより深く紹介でき
るよう、改めて大学の歴史や特色を学び
直すなかで、自分自身も多くの発見を得た
一年でした。
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神学部公式Xアカウント「@STheology_DU」を開設しました。神学部に関する雑多な情報を発信し、本学部に対する
社会的認知の拡大を目指します。積極的なフォローと拡散をお願いします。ただし、入試や履修登録などの重要事項に
ついては、大学公式サイトなどの確認を怠らないようにしてください。（森山 央朗）

　2026年2月16～18日、同志社大学神学
館を会場に「牧会者準備セミナー2026」
を開催しました。神学部と全国同信伝道
会（以下、同信会）の共催で行っている
本セミナーも17回目を数えることとなり
ました。牧会者になるための準備過程に
ある同志社神学部の大学院生と、牧会に
出て3年目までの方が対象のセミナーで
す。牧会に出る前の2年間（大学院を3年
予定の場合は3年間）の神学生の期間
と、実際に牧会に出てからの最初の3年
間、合計最長で5年間（ないし6年間）、
神学部と同信会で継続的にサポートでき
たらとの思いのもと毎年行われていま
す。牧会の現場に赴く上での悩みや課題
を共有し、希望と志しを失わずに牧会の
現場に遣わされ、仕えていくことができ
るように、参加者の思いに寄り添い、共
に学び、課題を分かち合うことを大切に
したプログラム作りを心がけています。
　今回は 16 名（学生 9 名、教職 6 名、
既卒 1 名）の参加者、スタッフ・講師を含
めると総勢 33 名での開催でした。開会礼
拝は同信会会長の菅根信彦牧師より、「あ
とで分かる愛を」という題でメッセージをい
ただきました。オリエンテーションのあと、扇
町教会の山田真理牧師を講師に迎え、「牧
会のゆらぎの中で」という題で主題講演が
行われました。牧会者としての召命は一度
ではなく、むしろ牧会者として立たされた後
にこそ、牧会者として立ち得ない現実に直
面する度に召命があり、その度に神の呼び
かけに応えて歩んで来たとのお話が参加者
の心に響いた講演でした。これまでの牧会
での出会いや出来事をあげながら、時に率
直、具体的に語ってくださいました。参加
者からは「励ましと支えになる言葉をたくさ
んいただいた」との感想が寄せられました。
　主題講演のあと、１日目夕と2日目朝
にリフレッシュセミナーを行いました。

牧会者準備セミナー2026
賀茂教会牧師／同信伝道会教職養成部門委員長  藤浪  敦子

が交わされました。三宅先生は2026年度
いっぱいでご退職とのことです。ご退職
前に（初めて）本セミナー講師をお引き
受けくださり、どうもありがとうござい
ました。
　最終日は神学部の関谷直人教授の担当
で振り返りの全体会を持ったあと、お昼
は会場を神学館からバザールカフェに移
し昼食を共にしました。昼食後、神学部
部長の村山盛葦教授によって閉会礼拝が
行われ、「神との交わり」というタイト
ルでメッセージをいただき、3日間のセ
ミナーを終了しました。
　参加された方々がこの3日間で得たも
のを糧として、さらなる良き歩みをなし
ていくことができますように、スタッフ
一同心から祈っています。なお牧会に出
て3年目を迎えた後宮嗣さんは今回で
「牧会者準備セミナー」の参加は終わり
となります。しかしまた約10年後、「牧
会10年経験者セミナー」がありますの
で、10年後の再会を楽しみにお待ちして
います。（次回「牧会10年経験者セミ
ナー」は、2026年8月10日（月）～12日
（水）の日程で開催予定です。対象者に
は個別に連絡いたします。）
 最後になりましたが、本セミナーのために
多くの方々からお祈りとお支えを賜りましたこ
と、心から感謝いたします。また年度末迫
る慌ただしい中、参加対象教師を送り出し
てくださった教会の方々、本務の働きを抱え
る中で知恵と心と時間を注いでご奉仕くだ
さった講師、スタッフの方 に々もこの場を借り
て感謝いたします。今後とも同信会の教職
養成の働きを皆様のお祈りの一つに覚えて
いただき、お支えいただけましたら幸いです。

１日目夕は高槻日吉台教会の吉岡恵生牧
師が「『牧師』と言うだけで意外と刺さ
る-宣教的マーケティングの仕組みづく
り」という題でお話しくださり、2日目
朝は広島観音町教会の塩見和樹牧師が
「地域に仕える牧師像と共同牧会の可能
性について」という題でお話しください
ました。遣わされた地でのお二人の異な
る牧会者としての歩み、教会、地域で働
きの様子、大切にしている宣教ビジョン
を語ってくださいました。世代的に参加
者とも近い講師のお話から、牧会の新た
な働きの展開や可能性を思い描くことが
できた時間となりました。
　セミナー開催中の朝の礼拝は、毎年伝
道師の方に説教をお願いしています。今
回、2日目は伝道師2年目の大槻茂勝さん
が「時の主に仕える者として」という題
で、また3日目は伝道師1年目の椿克也さ
んが「たとえ小さな働きでも」という題
でお話くださいました。伝道師としての
お働き、その中で感じたこと、与えられ
た神の導きや経験について聖書の言葉と
共に伝えてくださいました。
　2日目のお昼から午後にかけてワークショッ
プの時間を持ちました。参加者同士の対話
を中心に、各自が抱える課題や思い、講
演を受けての気づきを共有しました。ワーク
ショップ後半は伝道師のグループと学生のグ
ループとに分かれて、「私たちの現在地とこ
れからを話し合おう」というテーマで、自由
に話し合っていただきました。限られた時間
でしたが、教会のこと、牧会のことなどを語
り合い、聞き合う中で、参加者同士、互い
に励まし合う姿が生まれたひとときでした。
　2日目の午後は神学部の三宅威仁教授
を講師に迎え、「ベイズの定理を用いた
神の存在論証」という題で神学講演が行
われました。「牧師さん方に役立つ話は
できませんので自由参加で」との先生の
ご要望により自由参加で呼びかけました
が、参加者のほとんどがメイン会場の神
学館礼拝堂から地下2番教室へと移動
し、既卒者の方々にとっては懐かしい地
下教室で受講しました。講演後、スタッ
フ間で「牧会に直結すること以外の学び
に自由に触れられるのが、同志社神学部
から牧師になることの豊かさ」との感想

留学生クリスマス会 た。普段は授業や研究指導の場で接す
ることの多い留学生と教員が、食事を
共にしながらゆっくりと交流できる貴重
な機会となりました。　（木谷 佳楠）

　神学部留学生クリスマス会を12月2日
に開催しました。当日は留学生5名、教
員11名が参加し、和やかな交わりのひ
とときとなりました。クリスマス会は祈
祷によって始まり、学部長による乾杯
の挨拶の後、食事を囲みながら歓談
し、その後の自己紹介の時間では、そ
れぞれの出身国の食文化や研究分野、
日本での生活などについて語り合いま
した。教員の中には留学経験者も多
く、留学生たちの姿にかつての自分を
重ね合わせ、特別な親近感と共感を覚

えつつ、それぞれの歩みに寄り添って
語り合う場面も見られました。
　会の終盤には関谷教授のギターによ
るリードでクリスマスの讃美歌を一緒
に歌いました。最後の讃
美歌では、「きよしこの
よる」を日本 語、韓 国
語、中国語と、それぞれ
の言語で順番に歌い、
大いに盛り上がりまし
た。その後、学部長から
留学生の皆さんにサプ
ライズのクリスマス・プ
レゼントが贈呈されまし

神学部の近況報告 神学部長　村山　盛葦

ない、借り物ではないオリジナルな意見を
述べてくれます。フィールドワークを中心に
した学びは、ChatGPT（人工知能）では
学ぶことができない知恵や直感力（感
性）を磨く機会となっていると思います。
多様化し、真偽を見極めることが難しい
現代の情報社会において、ナマの人間同
士の真摯な出会いは、ホンモノの実存を
彼ら彼女らに与えているのではないでしょ
うか。このようなフィールドワークは、これ
から社会に巣立って人生を切り開いてい
く青年たちに確固たる土台（軸）を築くこ
とにも寄与すると期待しています。なお、
「宗教と国際社会」はフィールドワーク先
の国内情勢のため休講中でありましたが、
今後タイのキリスト教神学大学（College 
of Christian Theology）をフィールドワー
ク先として選定し、鋭意準備を進めていく
予定です。
　同志社大学神学部は日本基督教団の
認可神学校として役割を担っており、10月
7日には日本基督教団教師委員会が来訪
され、神学教育や継続教育について意見
交換を行いました。教団認可神学校の責
務を再確認すると同時に、種々の課題を
共有いたしました。10月12日の神学校日
には、神学生や教員が各地の教会に招か
れ、説教や奨励の機会が与えられました
（軽井沢教会、霊南坂教会、同志社教
会、世光教会、津山教会、福知山教会）。
今年度、教団補教師試験の受験者は2名
で決して多くはありませんが、厳しい時代
に召命が与えられ、牧会の現場に巣立と
うとする若人のために応援の祈りをささ
げたいと思います。また、11月29日、国立
京都国際会館において同志社創立150周
年記念式が礼拝形式で執り行われ、神学
部長として聖書朗読と開会祈祷を行なう
ことができました。キリスト教主義を堅持
し、その礎となる神学部の働きを、とくに

　2025年度、学部長を拝命し右も左も分
からない状況で周りのスタッフに支えられ
ながら日々の業務に取り組んできました。
また、今年度は専任教員として杉田俊介
先生（組織神学）をお迎えしました。日本
基督教団の教師として牧会経験も豊か
で、これからの神学教育・研究、そして牧
師養成にもご尽力いただける方であると
期待しております。
　2025年度の入学者は、学部63名（65
名）、3年次転入・編入2名（1名）、大学院
前期課程14名（7名）、大学院後期課程2
名（2名）でした（※括弧内は昨年度実
績）。大学院前期課程が少し増えたこと
はうれしいことでした。この中から少しで
も多くの人が牧会へ巣立っていくことを
願っています。2026年2月の一般選抜入学
試験では神学部に369名の志願者があ
り、昨年の300名より増加しました（一昨
年284名）。このことは各方面で地道な神
学部の紹介と説明を行ったことや現代社
会における宗教の役割が少しずつ認識さ
れた結果であると推察しています。
　「ALL DOSHISHA教育推進プログラ
ム」として2019年度より展開してきた「地
の塩」プロジェクトは昨年度無事に終了し
ました。今後は神学部プロジェクトとして
「宗教と社会福祉」（春学期）、「宗教と
社会活動」（秋学期）など「地の塩」プロ
ジェクトを引き続き展開中です。これらの
科目では止揚学園、きょうと夜回りの会、
愛隣デイサービスセンター、バザールカ
フェでのフィールドワークを行っています。
これらの取り組みを通して学生たちは新
しい出会いや今までにない貴重な経験を
しています。固定概念や偏見、日常の不安
などから解放され、心の通った人と人の生
きた交流が行われています。フィールド
ワークに参加した学生たちは、その顔つき
や発言内容が以前とくらべて内実がとも

牧師養成という
核となる使命を
果たしていく意
を改めて強くしま
した。
　同時に、神学
部は総合大学の
一学部としての
責務があり、大学基準協会の大学評価
（認証評価）を定期的に（7年に1回）受け
ることになっています。そこでは、大学の
公共性と自律性（入学許可権、教育課程
の編成権、単位認定権、学位授与権な
ど）、また内部質保証システムの確立、教
育研究水準の向上などが評価されます。
今度同志社大学は2027年に評価を受け
ます。そのための提出資料を数年にわ
たって準備し、神学部においても自己点
検評価委員会、質保証委員会を開催しま
した。
　このような自己点検評価と並行して、少
子化対策（受験者の確保）は喫緊の課題
であり、2030年以降は18歳人口が減少の
一途をたどると言われています。神学部
は、例年通り春学期から夏にかけて、キリ
スト教主義の高校へ教員が出向き学部紹
介を中心とした入学案内を行ないました
（同志社学内高校を始め、九州学院、広
島女学院、北陸学院、東北学院、明治学
院など）。今後は、キリスト教主義学校に
限定せず、地の利を生かしながら地元京
都をはじめ近畿圏内の高等学校を視野に
入れた広報活動も必要になってきます。
　今後とも神学教育・研究にたずさわる
スタッフ一同、神様の業に仕えることの大
切さと意義を胸に刻みながら歩んでいき
たいと思っております。卒業生の皆さまに
おかれましては、2026年度も引き続き神
学部の働きをお覚えくださり、物心両面で
お支えいただければ幸甚です。

牧会者準備セミナー
留学生クリスマス会


